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「献血構造改革」の結果について (案 )

平成 22年 11月 9日
1 経緯

少子高齢社会における血液の安定 した供給体制 を構築するため、平成 17年度か ら、
以下の 3つの達成目標 を掲げ、「献血構造改革」を推進 してきた。

2二重艶血構造改革」の結果

項 目

(1)若年層の献血者数の増加

(2)安定的な集団献血の確保

(3)複数回献血の増加

(1)若年層の献血者数については、様々な取組みにも関わ らず、平成 17年度に比較
し、む しろ減少する結果 となった。この要因として、10代、20代の人口の減少が
挙げ られるが、10代については人口減少の速度 を上回る速度で献血者が減少 して
お り (10代の献血率 :平成 17年度 8.1%→平成 21年度 60%)、 献血に触れあう
機会の減少等が影響 しているものと考えられ る。一方で 20代については、平成
19年度まで減少傾向が続 いたが、平成 20、 21年度の献血率は、前年を上回る結
果 となった。今後、若年層の献血者減少の要因をよ り詳細に分析・評価するとと
もに、10代へ効果的な働 きかけを行 うことが、重要な課題 となる。

(2)企 業献血 については、目標値に到達 しなか ったものの、厳 しい経済環境下にも
関わらず、順調に増加してきた。「献血サポーターロゴマーク」についても、平成
18年度末の 1,454社から平成 21年度末には6,130社 まで配布企業が増加してい
る。安定的な集団献血を確保する観点から、献血にご協力いただける企業を増や
すことは、引き続き重要な取組みとなる。

(3)複数回献血者につぃては、目標値に到達しなかったものの、着実に増加してき
た。安定供給のみならず、血液の安全性の向上の観点からも、複数回献血者を更
に増加させることは、重要な取組みとなる。

■二全後の取組み

献血構造改革の結果を踏まえ、新たな中期目標のもと、引き続き献血推進に取 り
組むこととする。

10代 、20代 を献血者全体

の 40%まで上昇させる

集団献血等に協力する企

業を倍増 させる

複数回献血者を献血者全

体の 35%まで上昇させる

H17年度

24,220ネ土



献血推進に係る新たな中期 目標について

～献血推進 2014～ (案 )

平成 22年 11月 9日

1.目 的

少子高齢社会における血液の安定 した供給体制を構築するため、平成 17年度か ら

5年間実施 した「献血構造改革」の結果及び日本赤十字社が実施 した血液需給将来

推計シミュレーションの結果等を踏まえ、平成 26年 (2014年 )度までの達成目標

を設定し、献血推進を行 う。 [献血推進 2014]

2.平成 26年 _(2014年 )度までの達成目標

項 目 目標 H21年度

若年層の献血者数の増加

10代 (注 1)の献血率を 6.4%ま で増加さ

せる。
6.0%

20代の献血率 を 8.4%まで増加 させる。 7.8%

安定的な集団献血の確保
集団献血等に協力頂 ける企業・団体 を

50,000社まで増加 させ る。
43,193社

複数回献血の増加
複数回献血者を年間 120万 人まで増加さ

せる。
984,766人

(注 1)10代 とは献血可能年齢である 16～ 19歳 を指す。

3.重点的な取組みについて

上記の 目標 を達成するため、以下に掲 げる事項に重点的に取 り組む。

① 受血者の顔が見える取組み

献血血液の医療現場での使用状況について、国民が十分承知しているとは言い

難い状況にあ り、また、その理解 を進めることが、献血意識 を高めるという調査

報告がある。献血推進にあたっては、受血者の顔が見える取組 を一層強化する。

② 10代への働きかけ

平成 23年 4月 1日 の採血基準の改定及び平成 21年 7月 改訂高等学校学習指導

要領解説保健体育編における「献血」に関する記載を踏まえ、10代 に対する献

血への理解を深める取組みを強化する。また、200ml献血のあり方について、医

療機関における使用実態等を踏まえ、検討を進める。



平成 23年度の献血の推進に
関する計画 (案 )

平 成 23年  月

厚 生 労 働 省 告 示 第

日
　
口万
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前 文

平成 23年度の献血の推進に関す

本計 |1可 は、安全な血液製斉Jの安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年法律第 160号 )第 Jo粂 第 ]項の規定に基づき定める平成 23年度の献山Lυ )lll進 に1用 する計lllliであ り、血液製斉Jの安叡生の向上及び安定供給の確保を1図 るための基本的な方針 (5F成 20年厚生労働 F告示第 326号 )に基づく()の でル)る ∪

第 1節 平成 23年度に献血によ り確保すべき血液の目標量

11ニナ」え23年度に必要と
liLχ求1赳斉J⊂)]ラ リットノし、
オlン ぞオ10万 リットノレ、(D

である。

見
■ 事

れ る輸山L用 山L液製斉1の 社は、金11[製 斉JO万 リッ トル、赤
liL漿 製斉」〇 万リッ トル、 J触_小板製斉Jo万 リッ トルであ レ)、 そ
万リッ トル、(D乃 リッ トル、⊂)万 り、ットルが製造 さオlる 見込み

・

豊i鮮I#lirダ ll輩獅欅
」器 ∬濯曹農結町71、↑

|ッ
トルの llL液 を1状 liLに より確保する必要があるЭ

第 2節 前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

前年度までの献 11上 の実施状況とその評 lllllを 踏まぇ、5r成 23年度の献 1lLIイ「進計画におけろ具体的な措置を以 卜
‐
の。1こ うにlLν )る 。

1 献血に関する普及啓発活動の実施
° 日は、都道府県、|lf町村 (特別区を含むり以 下同じ。 )、 採山L事 業者等の関係者の
協力を得て、献 liLに より得られた1lL液 を原料とした血L液製斉」の安定供給を確保 し、そのにゴ内 |:1糸合を推進Jィ5(と とモ)に 、芝てく1月 1モ に対 し、′台療に′

z、 要な1117夜 事せ斉Jの磁:f呆 が樹1/J扶 助と博愛精神による自発的な献 111に よって支えられていることゃ、血液製剤の適ll使 チ||が求められて́いること等を含め、献1lLや 111液製剤についてlJ l民 に 11:確 な情報を
伝え、そのFI解 と献 liL´ ＼υ)協 ノプを求めるため、教育及び啓発を行う。・ 都道府県及び ||∫円「村は、lll、 採 111事 准者等の関係者の協力を得て、ょり多くの 11三 民の献山L・ のヽ参加を促進するため、澪l象 となるイト齢層ゃ地域の実情に応 じた啓発及び献
JiLイ fF進組織の育成等を

`Jlう

ことにより、献111への|ルと、をI劇 める、二
`と が′∠、要で

`ケ

)ろ ぅ。 採血JF業 者は、1月 、掏
`道

府県、市町村等の関係者グ)協 /Jを 得て、献ll者 の安全性に
li己 りむ〔すζ)と と tDに 、継続 して献1lLに 協ノプできる環境のイ:茎 備を行うことが ll要でぁる



このため、国、都道府県、市町村等の関係者 と協力して効果的なキャンペーンを実施

すること等により、献 111や血液製剤に関する一層の理解 と献血への協力を呼びかける

ことが求められる。

・ 国、都道府県、市田「村、採血L事業者及び医療関係者は、国民に対し、病気や ケガの

ために輸血を受けた患者さんや、そのご家族の声を伝える等により、1触 液ヽ製斉Jが これ

を必要 とする患 什への医療に欠 くことのできない有限で貴 Fllな ものであることを含

め、献血Lや 111液製斉]に ついての普及啓発を実施 し、又はこれに協力することが必要で

ある。

。 少子高齢 fヒ の進行によるliL液製斉Jを必要とする患 者́
‐の1曽加や献血L可能人口の減少、

liL液製斉Jの利用実態等について正確な情報を伝え、献血者等の意見を路まえつつ、こ

れ らσ)情報提供や普及藤発の手法等の改善に努めることが′と、要であるじ

・ 血L液製斉Jの安全性の確保のための取組の ^環 として、感染症の検査を目的とした献

JiLを 行わないよう、献llllに おける本人確認や問診の徹底は 1)と より、平素から様々な

広報手段を用いて、国民に周知1徹底する必要がある。

。 国、欄;道府県、市田「村及び採血L lli業 者は、平成 22年 1月 27日 に実施された英国

滞在‖ilに よる献 111卜J限 の見i貞:し 及び平成 23年 4月 1「]に施行さオじる採 liL基 2修 の改

TI:に ついて、国民に外1し て広報を十分行い、南人liLへ の協力を求める必、要がある。
。 これ らを踏まえ、以 ドに掲げる献山L・lll進のための施策を実施する。

① 効果的な普及啓発、献血者募集等の推進

lilL液 製斉Jについて、国内自給が確保されることを基本としつつ、将丼(に わたって安

定的に供給 される体制を維持するため、幼少期も含めた若年層、企業 。回1体、複数回

献血者に支lし て、普及僣発の対象を明確にした効果的な活動や l「l点的な献山l者・募集を

実施 し、以 ドの取組を行 う。

<若年層を文l‐ 参ことした対策>
・

llNl、 都道府県、「IF町村及び採血 事業者は、献山Llll進 活動を行 うボランティア組

織等の協力を得るとと屯)に 、機能的な連携を図ることにより、若年サロの献 liLや lit

液製斉Jに 関する理解の促進及び献山L体験の促進に組織的に取 り利1む。

。 若年層′ヽヽの啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む

様 々な広報手段を用いて、同世I代 からのllrljlき かけゃ、献血についての広告に国が

作成 した献 liL推進キャラクターを活用する等、効果的な取組が必要である。

・ 特に 10代層ンヽσ)藤 発には、採血晃準の改 Jiに より、りj性 に限 り400ミ リリ

ットル全lil採 血が 17歳か嘔可能 となること等について情報を伝え、献山L者 の協

力を得る。

・ イ‐が幼
`少

;り1に よぅる親子に支lし 、 liL7(々 の人り」さべつりJけ 合いの心について、 親ff l千
]l

けの雑誌等の広報手段や 1血 L液センター等を活用 ヒて幣発を行うととt)に 、親か ら

子へ献11や血液製剤の意義を伝えることが lfl要 でル,る ことから、地域σ)特性に応

じて採血L所 に託児体制を確保する等、親子が献 1lLに 触れ合 う機会を設ける′

・ 1可 は、高校生を外lZこ とした献 1lLや血液製剤について解説 した教材や中学ノ11を 対



象 とした血液への理解を促すポスターを作成 し、
者 と協力して、これ 弓cl l教 材等を活用 しながら、
深めるための普及啓発を行うけ

都道府県、市町村及び採血事業
i状血ゃ inL液 製斉けに関するFll解を

・ 都 i五府 県及び 市町村は、地域の実情に応 じて、若 イ11刷 の献血Lン
｀ヽの関心を高めるため、学校等におぃて、ボ ランテ ィア活動推進の観点を踏 まぇっっ献山Lや血液製剤 に′Dい ての情 報提供を行 うとと t)に 、献血lll進活動を行 うボランテ ィア尉l織 との有機的な連携 を確保す る。

・ 採 1lL Lli業者 は、その人材ゃ施設を活用 し、若年層へ献 li上 の意氏ゃ 1lL液 製剤についてう)か りやす く説明す る |1状 liL出 前講座Jゃ ll■ 液センター等での 14N験学 i留 を不li極的に行い、正しぃ知識の普及啓 発と協力の確保を図る=そ のlll i基 に当たっては、
Llと 連携す る とと ()に、都道府 県、市町村及び献 1lL推進活動を行 うボランテ ィア
糸に織等の協力 を得 る。

・ 採血 [l軍 業者は、|ェ1及 び都道府県の協力を得て、学生献 111ボ ランテ ィアとの 更なる
連携 を図 り、大学等における献血の推進を促す とともに、将来、|え 療従可T者になろ
うとす る者に対 して、多 くの 1可 民の献 1lLに よって医療が支えられていろ |「

実ゃ 1lL液
製斉りの適 lJ三 随り]jの lTl要 性´ヽの理解を深めて t)ら うための取剰1を ′Jう

`|

<50～ 60歳代 を力l象 とした対策介
・

ll・ l及 び採 11l lli業 者は、都 i重 府りIt及 び市田「村の協力を″lて 、年齢別 人[1に 占める献
liL汁 の率が低い傾 1占1に ル)る 50～ 60歳代の層に対 し、lit液製斉1の 利用実態ゃ 1駄 1lLrll能 午齢 等につぃて ll確 な情報を伝え、相 /1扶助の修l点か ら1/1幣 発を行い、献 lil者
の 1曽 力IIを 区|る 〔|

・  1lL/jヽ板成分採 1lLに ついて、∫采1カ L基 ヤ
ltt/7dttIE I、 二、ょり、 町111に 同(り

`j9漂
屹̀ま で (た だ

｀

し、65歳 か ら69歳 までの方については、60歳か ら64歳 までの ||り に献山1の経
験がル)る 方にはくる)lf能 となる ことについ cli午 ‖1を 任iえ 、 献JiL者 ″)確 fitを 1劇 る.

<企 業等における献血Lの推進対策 )ヽ

。 国及び採 血L事 業者は、都道府県及び ||ザ 川]村の協力を得 て、献血に協賛す る企業
や |]1体 を幕 り、その社会貢献活動の 一っ として、企 准等における献mLの推進 を促
す。 また、Jll液 セ ン ター等にお ける献 1lLI∫F進活動の展冊1に 際 し、地 jllkの

実情に即したノブ法で企業等 との連携強 fヒ を |ス|り 、企業等にお ける献 1lLの lll進 を |ま|る ための
μ`Fびかけをイアうら

く複数回 1駄 血 者対策 >
・ に1及 び採 山L事 業者は、都道府りIt及 ひ市田「村グ)協 ノJを 得て、複数 1可献 1lL者 の協力が

1分に得 られ るよ う、平素か :)1lL液 センターに登録 された献 1lL者 に支Jし 、機動的か
つ効率的に呼びかけを行 う体制を構築する高また、献 1lLに 継続的に協力が得られていろ複数十日11駄 lil者 の組織化及び‐ll― ビスの向 11を 1響 )、 そσ)増 ヵllに 1収 り剰lむ ととも



に、献血の普及啓発活動に協力が得 られるよう取 り組む。

<献血推進キャンペーン等の実施 >
。 国は、献血量を確保 しやす くするとともに、感染症等の リスクを低減 させる等

の利点がある400ミ リリットル全血L採 山L及 び成分採血の推進及び普及のため、

都 i菫府県及び採血事業者 とともに、 7り ]に 「愛の血液助け合い運動Jを 、 1月 及

び 2月 に 「はた
｀
キ)の献liLJキ ヤンペーンを実施す るほか、 liL液 の供給状況に応 じ

て献血L推進キャンペーン活動を緊急的に実施する。 また、様々な広報手段を用い

て献山Lや lit液 製斉Jに 関するJl解 と献山Lへの協力を呼びかけるとともに、献 liL場所

を確保するため、関係者に必要な協力を求める。    .
・ 都道府県、市田]^村及び採 lillI業 者においても、これ らの献血推進活動を実施する

ことが重要である。また、市町村においては、地域における催 し物の機会等を活用

するなど、積極的に取 り尉lむ ことが望ましい。

献血運動推進全国大会の開催等

国は、都道府県及び採 liL事業者とともに、献 1血 Lに より得られた liL液 を原料とし

た山L液製斉Jの 国内「l給 を推進 し、広く[]民に献血Lや山L液製却lに 1関 する理解 と献血

への協力を求めるため、7月 に献 1lL運動lll進全 ll・ l大 会を開催するととt)に 、その

広報に努める。また、1可 及び都道府県は、献 l血 L運動のlli進 に1判 し不li極的に協ノ」し、

模範となる実績を示 したIJI体又は lll・ l人 に対し表彰を行う。

献血推進運動中央連絡協議会の開催

国は、都道府県、「|「 町村、採 liL事業者、献 111推進活動を行 うボランティア剰l織、

患者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献 liLttj上 のための方策や献 Im、 を推進

する上での課題等について協議を行 うため、献■L推進運動中央連絡協議会を開催

する。

献血推進協議会の活用

都道府県は、献血や血L液製剤に関する住民の理解 と献 1lLへの協力を求め、1lL液

事業の適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商I会議所、教育

機関、報道機 1対 等から幅広 く参加 計を募つて、献jl推進協議会を設置 ヒ/、 定 1切的

に開催することが求められるぃ|ド町村において も、同様の協議会を設置すること

が望ましい。

都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活りHし 、採血L事業者及び血_液 Lli業 に

関わる民間組織等とi上携 して、都道府県献 liL推進計画の策定のほか、献 liLや血液

製剤に関する教育及び啓イさを検言ヽ|す るとともに、民間の献血L推進府1織σ)育成等を

行 うことが望まヒノいし

その他関係者による取組

官公庁、企業、医療関係 l・
ll体等は、その構成員に対し、ボランテ ィア活動でル)

る献山Lに 対 し積極的に協ノ」を呼びかけるとと t)に 、献 liLの ための体暇 l収 得を容易

②

③

④

⑤



にす るよ う配慮す る等、進んで献血 しゃすぃ環境作 ′)を推進す ることが望 ましい

2 献血者が安心 して献血できる環境の整備
・ 採血事業者は、献血の受入れ l~当 たっては献鵬L者 に不快の念 を l」‐えないよ う、丁寧

な処遇 をす ることに特に留意 し、献山L者の要望を把 1屋す るととこ)に 、採 1lL後 の休憩ス
ペー スを十 分に確保す る等、献山L受 人llxttσ )改 iキ に努める.ま た、献血者の個人1青 報
を保護す るとともに、国の適 切な 1月 与の Fで献血による健康彼害に対す る補償のため
の措「

riを
実施づ

―
る等、献 InL者 が安′とヽして献血できる環境 1整備を行 うυ

・ 採 liL導「薬者は、特に初回献 111者 が抱ぃてぃる不安等を1/、 拭す るため、採Jllの 手順ゃ
採 1lL後 の過こ し方等について、映 |なゃ リーフ レ ノ゙ト等を活用 ヒ_た 'I∫

|〕有説 |り |を 十分に行
い、献 liL者 の安全確保を図る。

・ 採 mL事 業者は、採血所における地 llltの 特性 に合わせたィメー ジ作 りゃ移動採 1血L lllの

外観の見 i「

[[し
等、なお ―層の イメー ジア ップを図 り、献 IAL者の増力||を 図る。

・ 国及び都道府 県は、採血事業者によるこれ らの取組 を支1媛す ることが重要である。

第 3節  その他献血の推進に関する重要事項

献血の推進に際 し、考慮すべき事項

① 血液検査による健康管理サー ビスの充実
。 採 liL:l「 業汁は、献 1lL制度の健

`主

なた展を図るため
管FI!に 資司

~る
検査を rliい 、献 1lL者 の希望を確認 して

llt色 素により1駄 1lLが できなかった1歓血 ||]込 者に対 tン

施 し、「状lil考 び)増 加を図る(1

・
1可 は、採血 lT業 者によるこれ らσ)取剰1を 支援す る。 また、献血者の健康管Jlに

資す る検 査σ)充実 ltttli上 のlll進 に有効であることか ら、本人グ)IFl意 の 11、 検 rヽ 結
果を健康診 査、 川 ||サ ドック、職 jj屹検査等で活用す ろとと tり に、1也域における保 1/tll

指導に t)用 いることができるよ う、川 知1又 は必要な指導を行 う。
・ 都道府 県及び ||ず ‖「本、1は 、 ニォしらの取お1に 1務 力するu

② 献血者の利便性の向上
° 採山L・

「
業 者は、安 剣生に配慮 しつつ、効率的に採 111を 行 うただ)、 立地条件等をそ

りむ:ヒ た́採 lil所 の設置、地域の実情に応 じた移動採 liL I11に よる計|lhi的 採 liL等 、献 1lL者
の利便性及び安全で安′と、な献拍Lに |[己慮 した献mL受 人14Ntt 1/mィ

“

備及び充実を図6.
・ 都i重府県及び ||「町村は、採 1lL:|「 業者と 卜分協議 して移動採 liL lllに よる採 liL等の 日

程を設定 し、そσ)た
`ゼ
)の 公共施設グ)提供等、採血事業 計の献JiLt/2受 入れに協ノ」する

こ_と が「Il要 でル)ろ .

③ 血液製剤の安全性を向上するための対策の推進
。 国は、「輸 1lL 12コ京σ)′友_ィ t′ |′li孫 :lヵtの ためグ)総

f)´を1策」に
'1争

づき、採 liL事 業者
｀
と連携

と、1駄 lilを に対す る健康管llllサ ー ビスの充実等による健康な献 liL什 の確保、1状」L汁

島
‐

、採 1lLに 際 して献 1lLttυ j1//Jl康

そυ)結 果を通知]す るぃ また、

て栄養十に よる健康相談を実



の本人確認の徹底等の検査 目的の献血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、 JLL液製剤の安全性を向上するための対策を推進する.

④ 採血基準の在 り方の検討

。 国は、献血者の健康保護を第一に考慮 しつつ、献1lLの推進及び血l液の有効利用の

観点から、 採 liL力に4色 の見直 しの検言寸を行 う。

⑤ まれな血液型の血液の確保

・ 採血事業者は、まれな|[L液型を持つ患者に対する血L液製斉Jの 供給を確保するた

め、まオ1ノ な liL液型を持ンD者に対 し、その意向を踏まえ、登録を依頼するビ
。 国は、 まれな山L液型 7‐l血 液の供給状況について調査する。

⑥  200ミ リリッ トル全血採血の在 り方の検討

。 国は、200ミ リリットル全血採血の在 り方について、医療機関における使用実

態等を踏まえ、検討を行 う。

2 血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応

。 日、都道府県及び採 liL事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握 し、在庫が不

足する場合又は不足が 予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性をlllJJ案 し、

国及び採 liL事 業者が策定 した対応マニュアルに基づき、早急に所要d)対策を講ずるこ

とが重要である。

3 災害時等における献血の確保等

・  国、都道府県及び市|‖「村は、災害時等において献 liLが確保されるよう、採 liL事業

者と連携 して必要とされる献 liL量 を把握 した Lで、様々な広報 手段を用いて、需要

に見合つた広域的な献 1lLの 確保を行 うととt)に 、製造販売業者等υ)関係者と連携 し、

献血により得られた山1液が円滑に現場に供給 されるよう措riを 講ずることが必要で

ある。 また、採山L lli業 汁は、災1年時における献血受人体制を構築 し、広域的な需給

調 4盗 等の手順を定め、[J、 都道府県及び市町村 と連携 して対応できるよう備えるこ

とにより、災害時における献拍Lの受入れに協力する。

4 献血推進施策の進 捗 状況等に関する確認と評価

。
IJJ、 都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的 又は長期的な効果及び

進 捗 状況並びに採 liL事業指による献 1血 Lの受入れの実績を確認 し、そσ)評 価を次年度

の献Jll推進計 lllll等 び)作成に当た り参考とする。また、必要に応 じ、献 1血 L推進のたソ)の

施策を見直す ことが必要でル)る J

。 国は、献 liL推進運動中央連絡協議会等の機会を活用 し、献血Lの推進及び受入れノに関

し関係 者の協力を求ダ)る 必要性について献血_lll進活動を行 うボランティア組織 と認

識を共有 し、必要な措置を講ずる。

・ 採 liL 17業 者は、献 li上 の受入れに1用 する実績、体制等の ;:平 佃iを 行い、献 litの 推進に活

‐6-



用す る。

‐
 /‐



献血推進計画 新旧対照表 資料 3-2

平成 23年度献血推進計画 (案 ) 平成 22年度献血推進計画

第 1節 平成 2■年度に献血により確保すべき血液の目標量

・ 
1`4ナ ,文 2_3イ

「 度に必、i要 と見込まオLる 輸山Lり |I Im_液 製剤のFtは 、
全1lLりせ斉1■)万 リットル、 赤山L球製斉」o7プ リットル、liL攻 藝せ
斉りQノブ

‐
リットル、liL小板製却IΩ ソプ

‐
リットルであり、それぞれ

■万リットル、ニ ノブリットル、ニソラリソヽトノレ、●ゎリットル
が製i生 される見込みでル)る .

。 さえりに、確1午 tさ れるべきカバ料1lL漿 の「止の日標を勘案する
と、 1`4成 2上イli度 には、全1lL採

1111よ
るニノフリットル及び成

分1采 山Lに よる豊万リットル (山 Lけ〔採山L二 万リットル及び1有 L

小板採liL皇万リットル)の 1:|‐ Ω万リットルのlll液 を献IFLに よ
り確保する必要がある。

ぶ話器L条復犠糖管11す窮TT案篇T装折朋落危笠
f晟齢λ蓼瑾fL;li片酬麗榔;Wiπ冨

1度
″ぁ

な↑嘗お専封」Iう
え20年厚生労働省告示第326り に堪

第 1節 平成 22年度に献血により確保すべき血液の目標量

・ ｀
IZIJ比 224卜度にど、要 と見込 まオしる輸 1有 L川 1作 L7f々 事せ斉Jの 時tは 、

全
り1攣

せ剤 0.o2万 リッ トル、赤山L球 製斉151ノ」リッ トル、
1lLり貴瞥せ斉126/J‐ リッ |、 ノレ、 1lL/」 lヽl〔 嘗せ斉」1 6ノソ

‐
リ ッ トルであ

り、それイオしo.o2ノ プ
‐
リッ トノし、52カ‐

リッ トル、 26カ‐

リッ トル、 16万 リッ トルが製造 され る Jtti△ みである、
。 さらに、確保 され るべき力i(||llL菓

|の

llt//JIIIIを 勘案す る
と、)|′ 成 22年度には、衛 iL採 1lLに `よ

ゃil.39カ
´
リッ トル及

び成分採 山Lに よる 63カ‐
リッ トル (liL漿 1采 1作L30カ リッ ト

ル及び liLノ ト板採Im_33万 リッ トル)の 言|‐ 202ソブ
‐
り ソヽトルの

lil液 を献山Lに よ り確保する」Z、 要がある。



第 2節  前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事 1第 2節 前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事

項 1   項

前年度までの献山Lの 実施状況とその評価を踏まえ、平成 2

3年度の献 liL推 進計画における具体的な措置を以下のよう

に定める。

1 献血に関する普及啓発活動の実施
。 国は、都道府県、|li町村 (特別区を含む。以下同 じc)、

採 liL!|「 業者等の関係 汁の協力を得て、献 li上 により得られた

山L液 を原料 とした1lL液製斉Jの 安定供給を確保 し、その国内

|`1給 をlli進するとともに、広く国民に対 し、治め気に,ど、要な

liL液 製剤の確保が相 /i扶助 と1専 愛精れ||に よる |′ 1発 的な献

山Lに よつて支えられていることや、1白上液製斉1の適IE使 用が

求められていること等を含め、献山Lや lm_液 製剤について1引

民に111確 な情報を伝え、その現|!解 と献山Lへの協力を求める

ため、教育及び啓発をイfう 。

・ 都道府県及び市‖「本1・ は、ll・ |、 採 liL ttT業 者等の関係者の協

力を得て、より多くのイ1:民 の献 llll.へ の参加を促 i生 するた
y)、 対象となる年齢層や地j成 の実情に応 じた啓発及び献 1lL

Iイた進組織の育成等を行 うことにより、献血Lへの関心を高め

ることがど、要である。

・ 採山LJ「 業者は、FI、 都道府県、市田「本寸
・
等の関係者の協力

を得て、献 liL者 の安全性にlliL慮 するとともに、継続 してllk

1lLに
‐
協力できる環境の整備を行 うことが重要であるcこ の

ため、1司 、都道府県、「
li町本寸

・
等の関係者と協力 して効果的

なキャンペーンを実施すること等により、献山しや山液製斉」

に 1用 す る 一層のりll解 と献 liLへの協力を呼びかけることが

求められる。

前年度までの献血の実施状況とその評価を略まえ、平成 2

2イ 11度 の献由L推進計画における具体的な措置を以 下のよう

に定める。

1 献血に関する普及啓発活動の実施
。 国は、都道府県、市‖「村 (特月llメ:を 含むっ以 F同 じ。)、

採 lit t卜 業者等の関係者の協力を得=て 、献山Lに より得 られた

liL液 を原‖斗とした血.液製斉1の 安定供給を確 |力tし 、その国内

|′ 1給 をlll_進するとともに、広 く国民に対 し、治療に′Z、要な

lilll女 製斉1の 確保が相 711夫助 と|IF愛 粁i布||に よる 111発 的な1状

lm_に よって支えられていることや、liL液製斉Jの 適 ll:使 川lが

求められていること等を含め、1状 liLや 1lL液 製斉1に ついて国

民に正確な情報を伝え、そのり|!解 と献山Lへυ)協力を求める

ため、教育及び啓発を行 う。
・ 都道府県及び市町村は、国、採 liL可「業者

・
等の1周 係者の協

力を得て、より多 くの住民の献山Lへの参力||を 促進す るた

め、対象 となる午齢層や地域の実情に応 じたムネ発及び llAttL

推進組織の育成等を行 うことにより、献山Lへの 1月 心を高め

ることが必、要である。
。 採山L事業者は、回、都道府県、 ||∫町村等の関係者

‐の 1務 力

を得て、献由1者の安全性に配慮するとともに、継続 して献

血Lに 協力できる環境の整備を行 うことが市要である.り この

ため、L日 、都道府県、市町本寸
^等 の関係者と協力 して効果的

なキャンペーンを実施すること等により、献 liLや liL液 製斉J

に関す る一層の理解 と献 Im.へσ)1務 力を呼びかけることが

求められる。



嘔な t)の であるこ

及幣76を 実施 し、

とを含め、献 liLや liL液 製斉1についての普
又は こオ1´ に協力することが ,∠、要でル)る

J

lJ I、 都道府県、‖T川「村、採 lL事 業者及び |ク三屏(関係者は、
1呵 民に対 し、山l液製斉」がこれを必要とする患 什への医療に
欠くことのできない有限で農[市 なものであることを含め、
献山Lや 由厳 製剤についての普及称発を実施 し、又はこれに
協力するとともに、少子 |111齢 化υ)進行によるliL液製斉Jを 必、
要とする患者の増加ゃ献山L可能人に|の減少、変異 ll lク ロィ
ツフェル ト・ャコブ病の発生に f｀ 14う 献山LII川 1製 等の1状 liLを め
ぐる場t境 の変化、lil液製斉1の利用実態等について ||:確 な情
報を伝え、献血L者等の意見をμ沓まえつっ、これ 喝の情報提

讐拒I能磯硯Z五喚
tヽ

11ム協li″:;針c島イ|1鴇す:ミ

=こ
て、感染症σ)検

`[を

IJ白勺とした1状 山Lを ′Jオ クないよう、献山L

における本人硝:認ゃ||‖ 診の徹底はもとより、平素から様々
な広 |′は手段をりll tヽ て、「「1民 に用知1徹 ヵヽ司―るッビ、要がぁる⊃

・
|卜 |、 都道府りlt、 |li町村及び採 liL II「 業者は、 1ヽ4成 22イ 111

サ]2711に実力Lさ ォし́た共|=|だ汗イ|:||`に よる南人liLIli」 1銀 υり兄|ll:

し及び 1`4サフえ23イ F4′lll]に 施

`Fさ

れる採 liL基 ツltの d女 11:

蟻「 :じ ェ宗犠電Itて
ルや熙を 粉 鶴 ＼獅 へυJ務 力を

°

実i写 1「
路まえ、以 下に掲げる価 拠 のための施策を

① 効果的な普及啓発、献血者募集等の推進
山L液りせ斉Jに ついて、|]1内 白糸合が確傷tさ ォじることをオtイくと

屯点的な献油L者募集を実施 し、以 下の収剰1を 行 う、

ら
`/)

どヽ!だ である.

上
染推携臥懲冤石認11覧襟7_1111猟1罐L鷲ま|キ ILs寧
る本人確ligゃ |||1診 の徹底は もとよ り、

｀
14素 か ら様 々な広報

手段 をりllい て、 111民 に周知1徹底づ
―
る′と、要がぁる′

。
lq、 楕∫道斥∫り,t、 ||「 |ll「村及び採 1lL J「 業者は、

i14成 22イ li l

サ12711に 実施 され た英 1呵 滞イ1:||[に よる1状 liLI卜 J11(の 見|II

し及び ｀
14成 23年 4月 111に 施行 され る採 1lLり |(準 の改 11:

について、
「IJ民 に文lし て広報を |‐ 分イlい 、1状油Lへの協力を

求める′と、要がル,る
`,

・ これ らを路 まえ、以 ドに掲げる献 1lL推 進のための方L策 を
実施司

―
る。

① 効果的な普及啓発、献血者募集等の推進
油L液駆せ斉1に /Dい て、|11ノ ]に 1糸合が確1呆 さォtる ことを基本と

しつつ、1子来にわたって安定的に供給される体制を維持す
るため、幼少り靭も含めた若年層、企業・団体、複数日献llL

作に対
‐ヒ́て、1午 及僣発の対Ztを 明確にした効果的な活動や

j[点的な献 1作L者募集を実施 し、以下の取組を行 う。

{tlLtf,rhlrfrr' 1 iif \ 1 I rr r 虹2」上二Jせ剤の禾J月 l実熊等に
11[者

‐
等のり意見を踏まえつっ

σッ手法等σ2改 善に努濯)ろ 二



<若イ
]三 層を対象 とした驀l策 >

・ 国、都道府県、||「 ‖「村及び採山L事業者は、献血推進活

動を行 うボランテ ィア組織等の協力を得るとともに、機

能的な連 lりちを図ることにより、若年層の献 lilや Im液 製剤

に関する川!解 の促進及び献lL体験の促進に組織的に取

り組む。

・ 若イ
「 層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、

インターネッ ト等を含む様々な広報手段を用いて、同 |IL

代からの働きかけや、献山Lに ついての広告に国が作成 し

た献 liLI(F進 キャラクターを活月|す る等、効果的な取組が

必要である。

・  牛|=に 1 0千 tナ可ンヽσ)ム弊

`0に

は、 1采 liLり !(4[σ )己文ll:に `よ
|り 、

りj141に 限 り400ミ リリットル全 liL採 由lが 17歳から

|]・ 能 となること等について情i報 を伝え、献 liL者 の協力を

イtlる 。

・ 子が幼少 |り |に あるも1■ に対 し、liL液 の大り]さ や [り」け合

いの′色ヽについて、親子向けの雑誌等の広報手段や由L液セ

ンター等を活り‖して欅発を行 うとともに、親から r‐
へ献

由Lや 由L液製斉」の意義を伝えることが重要であることか

ら、地域の特性に応 じて採血所に託児体制を確保する

等、親 千が献 liLに 触れ合う機会を設ける。

・ 国は、高校生を対象とした献山Lや liL液 製剤について解

説 した教材や中学生を文l象 とした山_液への理解を促す

ボスターを作成 し、都道府県、市町村及び採山_可「業者と

協カヒ/て 、これ らの教材等を活用 しながら、献 liLや 山L液

製斉1に 1用 する理解を深めるための普及啓発を行 う。

・ ‖
`道

府県及び FIT町村は、地域の実情に応 じて、だi年層

の献由L´

｀ヽの関心を高めるため、学校等において、ボラン

<若年層を対象 とした対策 >
。

ll・ l、 都道府県、11町村及び採 liL事業者は、献 liL推進活

動を行 うボランティア利i織等の協力を得るとともに、機

能的な連携を図ることにより、オi年層の献 lm_や 1lL液製斉1

に関する理解の促進及び献山L体験の促進に組織的に取

り組む。
。 若11層への啓発には、若4F層 向けの′イ[誌、放送媒体、

インターネッ ト等を含む様々な広報手段を用いて、献山L

についての広告に国が作成 した献 liL推 進キャラクター

を活月lす る等、効果的な取組が必、要である。

r‐ がツJ少期にある親「
‐に対 し、1lL液の大りJさ や llJ」 け合

いの心について、親子向けの雑誌等の広報手段や liL液 セ

ンター等を活用 して啓発を行 うとともに、規か ら子・へ献

由1や血液製剤の意蓑を伝 えることが 屯要であることか

ら、地域の特性に応 じて採山L'Tに 託児体制を確保する

等、親子が献血_に触れ合 う機会を設ける。

lllは、詢i校生を対象とした献由Lや血液製斉Jについて解

説 した教材や中学生を文l象 とした血L液への理解 を促す

ホスターを作成 し、都道府県、ll町村及び採前L事業者 と

協力して、これ らの教材等を活り]]し ながら、献 1有 Lや lit液

製斉1に 関する理解を深めるための普及啓発を行 う。

都道府県及び市‖「村は、地域の実情に応 じて、若年層
の献山Lへの関心を高めるため、学校等において、ボラン



性に限り69歳 まで(た だし、65薇かご69歳 までの
ノノ
・
については、60歳か ら64歳 までの |11に 1状 li卜 の経 1験

面il竃竃:現

Шヨ上イの́f孫 :イカtを ぼ|そ

テイア活動推進の観点を踏まえつっ献而Lや 111液製斉」に
ついての情報提供を行 うとともに、献前Llf[進 活動を行 う
ボランテ ィア組織 との有機的な連 |りちを確傷tす るロ

。 採 liL事業者は、その人材や施設を活用 し、若イll層 へ献
liLの 意義ゃ由L液製斉Jに ついて分か りゃす く説明す る「献
liL出 前講座」ゃ血 ,ィ セ々ンター等での体験学習を積極的に
行い、正 しぃ夕:日 識の普及啓 発と協力の確千呆を |メ|る しその
|(1進 に当たっては、1可 と連 IJち す るとと tジ に、都道府 リス、
||「 町本寸

‐
及び献 lilll[進活動を行 うボランテ ィア剰l織 等の

協ソフを得る。
・ 採 由L ll‐ 業者は、ll.l及 び都道府 りltの 協力を得て、学生献

liLボ ランテ ィア との更なる連彬ちを図 り、大学等にお ける
献 1lLのよf[進 を促す とともに、1子 来、医療従 事者になろ う
とす る者に対 して、多 くの国民の献 11た によって医療が支
えられ ている J「 実や山L液製 斉Jの 適 正tt用 の F■ 要性 への
ノll解 を深めて もらうための取組 を行 う。

〔50～ 60歳代を対象とした村策 >
国及び採油L可「准汗は、都i重 ィ」

´
りIt及 び ||「 町本寸

・の |ん プリを |||

て、イli齢別人日に lliめ る献 111音 の率が低ぃ傾向に
`ヤ

)ろ 5
0～ (50歳 代めたヽ1に 対し、liL液 りせ剤の利り|1実態ゃ lllA liL ll

育ヒイ11齢等について lL確 な||テ 報を伝え、何1/1扶助の観点か
ら,υ pl体 発を′Jい 、献 liL者の111カ ||を lxlろ ,



<企業等における献由Lの推進対策 >
・ FINl及 び採血.事 業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、献血Lに 協賛する企業や団体を募 り、その社会貢献活

動の一つとして、伶紫等における献油たの推進を促す。ま

た、 liL液 センター等における献山L推 進活動の展開に際

し、地域の実情に即 した方法で企業等との連携強化を図

り、企業等における献山Lの推進を図るための呼びかけを

`]1う

。.

<複数「コ1献 1lL者対策>
。 国及び採山Ll卜業者

‐
は、都道府県及び市町村の協力を得

て、複数回献 J仙 者の協力が十分に得られるよう、11素 か

らliL液センターに登録された献 1作L者
・に対 し、機動的かつ

効率的に呼びかけを行う体‖iJを構築する。また、献山Lに

継続的に協力が得られている複数回献 lm.者 の組織イヒ及

びサー ビスの向 Lを 図 り、その増ノЛlに l「Xり 剰lむ ととも

に、献山Lの 普及啓発活動に協力が得 られ るよう取 り組

iむ .

<hiL推進キャンペーン等の実施 >
。 111は 、献 liL tttを 確litし や→

~く
するとともに、感染症等

υ)リ スクを低減 させる等の利点がある400ミ リリッ

トル全山L採 1有 L及 び成分採山Lのオ|「 進及び普及υ)た め、都道

府り「t及 び採山L事業者とともに、7月 に「愛の山L液助け合

い運動」を、 1チ l及び 2月 に 「はたちの献 lm.」 キャンペ

ーンを
′
メ(施づ

~る
ほか、liL液 のイ共給‖太況にルふじて献血t推進

キ 、アンペーン活動を緊急的に実施する。また、様 々な広

く企業等における献血しの1イ「進対策 >
。 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、献 1触.に 協賛する企業や団体を募 り、そのネL会 貢献活

動の一つ として、企業等における献血Lの 推進を促す。ま

た、血L液センター等における献 lillll進 7舌 動の展 ll13に 際

し、地域の実情に即 した方法で企業等 との連携強化を図

り、企業等における献山Lの 11F進 を1剰 るための |1乎 びかけを

イJ‐ う。

<複数回献山L者対策 >
。 国及び採 lil事 業者は、都道府県及び市町村の協力を得

て、複数回献山.者 の協ノ」が |一 分に得 られるよう、平素か

ら1在L液センターに登録 された献山L者 に対し、機動的かつ

効率的に呼びかけを行 う体需1を 構築するりまた、献山Lに

継続的に協力が得 られている複数「lll献 1lL考 の組織化及

びサー ビスの向上を隊|り 、その 111メリ||に 取 り糸Flむ ととも

に、献山Lの 普及啓発活動に協力が得 られるよう取 り組

む。

<献山LIイ[進 キャンペーン等の実施 >
・ l lNlは 、献由LttLを 確保 しやす くするとともに、感染症等

の リスクを低減 させ る等の利点がある400ミ リリッ

トル全 r■採 lL及び成分採山Lの |千た進及び普及のため、都道

府県及び採山L事業者 とともに、7月 に「愛の lil液助け合
い運動」を、 1月 及び 2り ]に 「はたちの献山LJキ ャンペ

ーンを実施するほか、1角_液 の供給状況に応 じて献血L推進

キャンペーン活動を緊急的に実施するしまた、‖t々 な広



報 手段 を用 いて献 1カ Lや 血L液製剤 に関十 るllll解 と献 山Lヘ 報手段を用いて献血ゃ血液製斉1に 関する理解 と献Imヘの協力を口平びかけるとともに、献liL場所を確保するた
め、関係 汗に必要な協力を求めるn

昼 ]て 1っ 、こオしら

国は、都道府りlt及 び採山L事業者とともに、献山Lに よ
り得 [)れ′た 111液 を力iて お|と した 1lL液 製斉Jの 111内 IJ給 を

|イた進 し、ル(く lll民 に1状 血ゃ 1lL液磐せ斉」に関するノ|!解 と献
油Lへの協力を求めるため、7り ]に |1汰 血1運 動|イt進 全l iNl大

会を開付|す るととt)に 、その広ヤ‖に努める.ま た、11]

及び部i直府県は、献前L運動の1イム進に関 しf占わケ:的 に協力
し、模命色となる実紆iを 示 した |、月体又は作‖人に対 し表彰
を子」う、,

献血推進運動中央連絡協議会の開催
IJは、都道府県、 ||「 町村、採 liL.|「 業者、献 liLIイ上進活

動を行 うボランティア組織、患 用、川体等の代表者の́参
力||を イ||て 、効男t11勺 な汁汰1111■ illの ただりの Jy(千:ペ

シ献 liLを |千た
1■ する |■ での課題等について協議を行 うため、献 1lLlfた

進運動中央連絡協議会を|;‖ lllす る′
献血推進協議会の活用

‖
`道

ナ「∫県は、献 liLゃ 血液勢せFllに IЧ するll民のF性解 と
献 liLへ の協力を求め、山L液 JT業 の適 IEな 運営を確保す
るたソ,、 採 1lL」「業者

・
、|ク:サ〈て関係者、商 E会議 |]千 、教育

機関、報道機関等から幅広 く参加者を募って、献由Llf[

進 協F茂会 を設置 し、定り切的に開催することが求め られ 進協議会を設置 し、定 1切 的に 1用 催す ることが求め られ

②

の協力を呼びかけるととt,に 、献 lil場 所を確保するた
め、関係者に必要な協力を求める。
都道府県、FIT町村及び採 1有 L ttf業 汁は、これ 弓び)献 1lLI千「

進活動を実施することが竜要である∪

献血運動推進全国大会の開催等
。

ll・ lは 、都道府県及び採 liL lT業 者とと 1っ に、献 1lLに よ
り得 られた 1有L液 を原料 とした I作上液製斉」め 1可 内 IJ給 を

1(た 進 し、広く1早 民に献 1lLや 111液 製剤に関する理解 と献
1有Lへの協力を求めるため、7サ 1に 献 11に 運動|イ「進全 1可 大
会を開催するとともに、その広報にちチめるぃまた、[Jl

及び都道府県は、献 liL運動のlfli上 に1又 |し 積極的に協力
し、模範となる実績を示 した団 llN又 は個 人に対 し表彰
を子了う。

献血推進運動中央連絡協議会の開催
・ 口1は 、都道府県、市川「村、採 liL J「 業汁、献 liLIIた 進 i/1ri

動を行うボランティア約l織 、患者|、
|1体等の代表者の参

力||を 得て、効果的な献 liLII[進 のための方策や献 I有 Lを 11た

進づ
~る

11でσ)課題等について協li洗 をイ∫うた y)、
1状 111‖「

進運動中央連絡協議会を開催する
`

献血推進協議会の活用°
献需貿λ智力:寮T‖腹:1型携鰹I彙性言g瀧贋阜
航Fふ酬講京LttΨ ttiセ響」1禦「1淵i

③

④

（３

④

都i堂月」
´
りIt、 |ド ‖「村及び採 liL事業考

の献 1作 LII「 進活 llljlを 実施す ることが正



る。ttT町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。

・ 都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用 し、

採血事業者及び血液事業に関わる民間組織等 と連携

して、都道府県献liL推 進計画の策定のほか、献 litや血

液製斉1に 関する教育及び啓発を検討するととtDに 、民

1用 の献 lillイた進紺1織の育成等を行 うことが望ましい。

⑤ その他関係者による取組
・ 官公庁、企業、医療関係 l・

ll体等は、その1占成員に対

し、ボランテ ィア活動である献山Lに 対 し積極的に協力

を呼びかけるとともに、献山Lの ための休 1甲t取得を容易

にするよう配慮するなど、進んで献血Lし やすい環境作

りを‖[進司
~る

ことが望ましい。

献血者が安心 して献血できる環境の整備
。 採 liL:|千 業者は、献由Lの 受入れに 11た つては献山L者 に不快

グ)念 を与えないよ う、丁1れ な処遇をすることに特に留意

し、1状 lil ttr/9要 望を才巴lJ./:す るとともに、採 1加.後 の休憩スペ

ースを十分に確保する等、献 lil受 人体制の改善に努める。

また、献血L者の1国 人情報を保護するとともに、 l・ lの適り」な

1川
lル の ドで献 lilに よる健康彼害に対する補償のための措

に1を 実施する等、献 liL者 が安心 して献山Lで きる環境整備を

イ1=う 。
・ 1采 lit ll・ 業者

‐
は、特に初回献 rn者が抱いているイく安等を払

拭するため、採血Lの 手順や採 liL後 のi旦 ごし方等について、

映 lrpゃ リー フレッ ト等を活用 した事前説明を |´ 分に行い

献 1作 L者 の安 全 1粕:保 を IXIる ∩

採山L事業者は、採山L所 における地1或 の特性に合わせたイ

る。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。

・ 都道府県及び市町村は、献油L」イ[進 |ん議会を活用 し、

採血事業者及びrL液事業にlllわ る民 1問 糸Fl織 等 と連携

して、都道府県献山L推進計山|の 策定のほか、1状 liLや 山L

液製斉Jに 関する教育及び啓発を検討するとともに、民

間の献血推進組織の育成等を行 うことが望ましい。

⑤ その他関係者による取組

・ 官公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対

し、ボランティア活 Illlで ある献 I「Lに 対し積極的に協力

を|1乎びかけるとともに、献 liLの ための体 |1限 取得を容易

にするよう配慮するなど、i■ んで献 liLし やすい環境作

りを推進することが望ましい。

献血者が安心 して献血できる環境の整備

採山L]T業者は、献 1lLの 受人オlに 当たっては献 lil者 に不快

の念を与えないよう、
「

11な処遇をすることに特に留意

し、献血者の要望を把握するとともに、採 liL後 の休憩スペ

ースを |´ 分に確保する等、献1lL受人体制の改善に努めるり

また、献血L者 の個人情報を保護するとと ()に 、1可 の適り」な

1幻 与の ドで献山Lに よる健康被害に対する補tlの ための措

置を実方Lす る等、献山L者が安心 して献 1有 Lで きる環境整備を

行 う。

採血.可T業者は、採血所における地域の特性に合わせたイ



メージ作 りや移動採 JIL車 の外観の見直 し等、なお一層のイ メージ作 りや移動採■1車の外観ヴ)見直 し等、なお一層のイメージアップを1剰 り、献由L者の1曽 加を図る。
・IJ及び都i道 府県は、採 liL事業者によるこれ らの取組を支援

することが市嘆である「

第 3節  その他献血の推進に関する重要事項

1 献血の推進に際 し、考慮すべき事項
(I)・ 血液検査による健康管理サービスの充実

・ 採 liL II「 業者は、献 1lL制 度の健全な発展を図るため、採
liLに 1際 して1状 山L者

・の健月モ管夏|!に 資J~る 検イIを イれ 、ヽ「状liL

音の Fi望 を確認 して、その結果を通力|す るぅまた、低色
上によ灼「状liLが できなかった諄汰1lL申 込者に対して栄養
lrに よる健康‖1談 を実施し、献1lL者 の増加を図るっ
「[||; 1、 採 |力 LJ「 業汗によるこれらの取組を支援司を支援する。ま

た、1状 li状1有 L者 の健層(1専 l llに 資する検査の充実は献!に のlfた進
にイ「効であることかにり、本人の同音″

`さ

Fヽ 結果を健
康診 イド、人 ||‖ ドック、り殿域検 査等

地域におけろfit健指導に もり||い る

こ`ィI!「 りIJり
~る

.と と tり |、ナる .Lル |、 に

ことができる」ミう、ナ111
知1又 はど、要な1旨 導を

`jう

。

者|∫ 道り「∫県及び「
|「
‖|「 本ヽ|は 、 こォしらυ)‖支糸[[に 協ノプする.

献血者の利便性の向上

1采 1作 LJ「 業者は、安全性に11己慮 しつつ、効率的に採 1lLを

行 うため、立地条件等を考慮 した採 liL所の設置、1也域び)

実情に応 じた移動採山LJ11に よる計 |口
li的採山L等、献油L者 の

利便性及び安全で安′とヽな献 liLに 配慮 した献由L受 人体制
の整備及び充実を図る。

、２

一

メー ジア ップを図 り、献山L者の lirl加 を図 る。
。国及び都道府 県は、採 liL J「業者によるこれ え)の 取組 を支援
する ことが重要である]

第 3節  その他献血の推進に関する重要事項

1 献血の推進に際 し、考慮すべ き事項

① 血液検査による健康管理サー ビスの充実
°

1采 liL撃「業者は、献山L制 度の健全な発展を1劇 るため、採
111に 際 して献 liL者 の健康 1■ 111!に 資する検 イドを行い、献 1有 L

什σ)希 望を確認 して、その結Лtを 通知|す るりまた、低比
「[に より1駄 r]_が できなかった1状 山LI11込 者

‐
に対して栄養

lrに よる17/1・康相談を実方Lし 、|りt1lL者 のサ||力 ||を 図る.

・ 111は 、採 |力 L事業者によるこれ らの取組を支援する。ま
た、献 lll者の健康管川1に 資する検 雀ヽの充実は献山Lの推進
にイ「効であることから、本人ヴ)|IJ;む :υ りll、 検査結果を健
ちに診査、人間 ドック、‖l支域検査等で7訴ナ||す るとと 1)に 、
1也域における|力t健 1旨 導にもりllい ることラができるよう、す″1
知1又 は必要な1旨導を行う商

^・
 者|∫ ;並 り千丁県及び ilj‖ |「本寸

‐
は、 こォしらの取糸|[に 協力するっ

② 献血者の利便性の向上
。 採 liL J千 業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採油Lを
行うため、立地条件等を考慮 した採 1會 LナリFυ)設 置、地域の

i』111il[【弊l:摯

漁キl1ljttTせ型肯|||ど史浦:Ii
都道府県及び市町村は、採山.事業者 と十分協議 して移 ・ 都道:す 県及び市町村は、採山LJ「業者と 卜分協議 して移



③③

④④

⑤⑤

動採■L車による採山L等の 日程を設定 し、そのための公共

施設の提供等、採血1司T業者の献li.の 受入れに協力するこ

とが重要である。

血液製剤の安全性を向上するための対策の推進

国は、「輸山L医 療の安全性確保のための総合対策」に

基づき、採山L事業者と連携 し、献山L者 に対する健康管理

サー ビスの充実等による健康な献山L者 の確保、献山L者の

本人確認の徹底等の検査 目的の献血Iの 防JLの ための措

置1を i汁ずる等、善意の1状 1lL者の協力を得て、liL液 製斉Jの

安全性を向上するための対策を171i_進 する。

採血基準の在 り方の検討

国は、献血者の健康保護を第一に考慮 しつつ、献 li卜 の

推進及び liL液 のイ「効利用の観点から、採血.基準の見艦1し

の検 i制 を行 う。

まれな血液型の血液の確保

採由L'卜 業者は、まれな山L液オ
i」 を持つ患者に対するliL液

製剤の供給を確保するため、まれな111液型を持つ者に対

し、その意向を略まえ、登録を依頼する。

|]1は 、まオ■な山L液型の llll液 の供給状況についてrlllll査す

るし

⑥ 200ミ リリットル全血採血の在り方の検討
。 IJJは 、200ミ リリットル全liL採 1角 ^σ )イ [リ ノプについて

血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
。 日、都道府県及び採山L Jf業 者は、赤山L球製剤等の在日i水

準を常時把握 し、在庫が不足する場合又は不足が予没1さ れ

る場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案 し、国

動採血車による採血等の日程を設定 し、そのための公共

施設の提供等、採血L事業者の献血1の受入れに協力するこ

とが重要である。

血液製剤の安全性を向上するための対策の推進

国は、「
1輸 由L医療の安全性確保のための総合対策」に

基づき、採血事業者 と連携 し、献血L者 に気lす る健康管理

サー ビスの充実等による健康な献 liL者 の確保、献 liL者 の

本人確認の徹底等の検査 目的の献 Iilの 防 止のための 1‐片

置をi昔ずる等、善意の献山L者 の協力を網=て 、山L液夕せ斉1の

安全性を向上するための対策をlli進する。

採血基準の在 り方の検討

国は、献11者 の健康保護を第一に考慮 しつつ、献山Lの

推進及び血l液の有効利月]の 観点から、採 lm.りよ準の見||=し

を行 う。   
・

まれな血液型の血液の確保

採血L事業者は、まれな‖J.液り
:」 を持つ忠者に対する山.液

製斉1の 供給を確保するため、まれな由L液ノ11を 持つ者に対

し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。

Fl lは 、まれな血L液型の輸L液 の供給状況について調査す

る。

血液製剤の在庫水準の常時把握 と不足時の的確な対応

国、都道府県及び採拍L事 業者は、赤山L球 製斉1等の在ni水

準を常Π寺把握 し、在庫が不足する場合又は不足が ,測 され

る場合には、その供給に支障を及ぼす危険性をllJJ案 し、国



及び採 1作 L可「業者が策定 した舟

'ぶ

マニ ュアルに基づき 与Lttt

に所 要の文1策 をi片 ず ることが 重要である、
及び採油L事業者が策定 した対ルよマニュアルに基づき、早急
に所要の対策を言手fず ることが重要である。

災害時等における献血の確保等
・ ll・

l、

都道府県及び「
|「 町村は、災害時等において献山Lが

確保されるよう、採 liLIF業 者と連携 して tz、 要とされ る́献

|'円

°に現 J易に移t給 さオしるよう‖|1社 を「||ず るこ L.が ,ど、要であ

ililiT「11〔;:111[itii#Ii:!世
より、

"(害

時にお ける献 1lLの 受入れに協 ノプす る。

4 献血推進施策の進 捗 状況等に関する確認と評価
・ 1日 、都道府りit及 び ||「町村は、献 liLI千:進 のための方L策の短

サ切白勺又は長りり1的 な効果及び進 1歩 状況並(バ に1采 1有 L;|「 業 |イ に

よる献 liLの 受入れの実績を確認 し、そσ)評 llllを 次年度の|1決

lilJfliil lil‐ |||「 等び)作成に当た り参考とする_ま た、必要に応
じ、献 1lL推進のための方L策 を見 |1宅 すことがすど、要で (ケ)る の

。
1可 は、献 liL1lti止 運動中央連絡協議会等の機会を活用 し、

献山Lの 推進及び受入れに 1用 し関係 者
・の協力を求める必、要

性について献前L推進活動を行 うボランティア組織 と認識
を共有 し、必要な措茫iを F片 ずるっ

: 堡11111業 者は、燃 liLの 受入れに関する実績、体制等の評 。 採山L事業者は、献 lLの 受入れに関す る実績 、体制等の 1争
「

災害時等における献血の確保等
。 IJ、 押

`i五

府 県及び 1打「|「 本寸
・
は、災害時等において献 1作Lが

確保され るよ う、採 前L事 業者と,上携 して必、要 とされ る献
liL tttを 把握 した 11で 、様 々な広報手段を用いて、需要に
見合った広域的な献 liLの 確保を行 うとともに、製造販売
業者等の |;u係 者と連〃tし 、 1状 llLに よ り得られ た liL7夜 が「IJ

滑に現場に供給 され るよ う措置をF満司
ミ
ることが′ど、要でぁ

る。 また、採 lm.J「 業 者は、災害時における献山L受 人体制
を構築 ヒ、広域的な需給調 1湾 等の手順を定め、国、都道
サト「県及び市川∫

・
村 と連 |りちして対応できるよう備 えることに

よ り、災 li千 時における献 liLの 受入れに協力す る。

4 献血推進施策の進 捗 状況等に関する確認 と評価
。

111、 都i」II県及び ||「 |‖
l・ 本寸

‐
は、1駄 liLIイli上 のための方缶策の負,

サ明的又は長り切的な効 ,こ 及びi生 |ル ッく|クと,「 びに採 liに '|「 業者に
よる献由Iの受入れの実績を確|;想 し、そのli平 1‖ iを 次イli度 の献
山LI千1進 言|‐ |III等 の作成に

｀
11た り参 場と司

―
るJま た、必要にルぶ

じ、献 lillri進 のための施策を見||:[十 二とが必要である′

11



価を行い、献JLの推進に活月1す る。 価を行い、献血.の 推進に活用する.

り

】



料 4-1

献血推進に係る政府広報テレビ番組 (平成 21年度厚労省実施分)

●「峰竜太のナッ得 !ニ ッポン」 *番組は現在終了

タイ トル : 『広げょぅ !献血の輪 !～ 献血が貴い命を救う～』
放送日時  : 2009年 lo月 30日 (金)21:30～ 22:Oo
放送局  : Bs朝 日

放映内容  : 番組前半は、献血ルームの紹介や血液センターの検査・製剤業務の紹介
を通 して、献血の仕組みや安全性について説明をするもの。また、後半では、
敗血症を克服 した女の子とそのお母様への取材により、輸血によって救われ
ている命についてら、れることで、献血の意義を伝えるもの。

●「キク :

タイ トル

放送日時

放送局

放映内容

●「中西哲生の Just Japan」 *番組は現在終了

タイ トル  : 『“献血"で っなぐ命の輪』

る
　
　
　
‥

み :」 *番組は現在終了

『若年層の献血参加～はたちの献血～』
2010年 1月 15日 (金)22:55～ 22:58
フジテ レビ、関西テ レビ

: 献血ルームの紹介 し、視聴者に最近の献血ルームの雰囲気を感じてもら
うとともに、ラクロス協会の献血推進ボランティァの学生たちを取材するこ
とで、特に若年層の献血に対する意識を喚起するもの。(「 はたちの献血キャ
ンペーン」にあわせた広報として実施 した。)

放送日時

放送局

: 201o年 1月 30日 (土 )22:Oo～ 22i30
: テ レビ神奈川、その他ネッ ト局 (首都圏・近畿圏・中部圏 UHF13局 )

インターネッ ト放送

放映内容  : 番組前半は、献血ルームの取材により、献血の仕組みや最近の献血ルー
ムの雰囲気を知 ってもらうもの。また後半は、大学病院の取材により、献血
で集め られた血液がどのように使用されているのかに焦点をあて、献血の重
要性を呼びかけるもの。

※テレビ神奈川HPにて動画配信しております。(2010年 10月 7日 現在)

J」堕空
′
/甲m″ tvkl型L上璽■笙tJapan/2010/o1/3Q/



テレビによる広報の活動実績 (平成21年度日赤実施分)

1 平成 22年 「はたちの献血」キャンペーン (平成 22年 1月 )

番組提供 《全国放送》

2 欧州等滞在歴 (英国滞在歴)の献血制限緩和措置周知 (平成 22年 3月 )

(1)番組提供 《全国放送》

放送局 番組名 日程日 放送時間

日本テ レビ 江り||× 堀尾の SUPERう るぐす 土 23時 55分～24時 35分

ぐ
０

Ｄ
Ｄ

Ｔ
ｌ S☆ 1 スパサカ 土 za\t oo h\-24 H+ 58 A

フジテ レビ LIVE2010 ニュース&すぽると 土 24時 15分～25時 05分

テ レビ朝 日 天才をつ くる!ガ リレオ脳研 土 19時 54分～20時 51分

※ 上記番組中に 30秒の CMを 1回又は 2回放映 したこと。

放送局 番組名 口羅日 放送時間

日本 テ レ ビ

2010PGA CHAMP10N SHIP

第 78回 日本プロゴルフ選手権大会

日清カップヌー ドル杯

土

日

15時 30分～16時 55分

15時 00分～16時 25分

Ｃ
Ｄヽ

ＢＴ 関 口宏の東京 フレン ドパークⅡSP 19時 00分～20時 54分

フジテ レビ
アンビリーバボースペシャル

LIVE2010 ニュース&すぽると

木

・
土

19時 00分～22時 24分

24時 00分～24時 15分

テ レビ朝日

さ ん ま &EXILEの 世 界 に 一 つ だ

けの歌

泄界の子 どもが SOS! THE☆ 仕

事人バ ンク
日

金 19 Hlt 00 'n'-Zt n+ 48 h\

19 F+ 00 'ti-ZO s+ 54 /n\

テ レビ東京
アス リー ト感動劇場 1億 の心に響

く物語 Ⅱ (仮 )

ガく 22時 00分～23時 24分

※ 上記番組 中に 30秒の CMを 1回又は 2回放映 した こと。

(2)ス ポッ ト放映

地 区 放送局

関東 日本テ レビ Ｃ
０

Ｄ
Ｄ

Ｔ
ｌ

関 西 讀賣テレビ 朝 日放送

名古屋 中京テ レビ 東海テ レビ

※ 各放送局の空き時間帯に放映を依頼 したこと。



参考 :欧州等滞在歴 (英国滞在歴 ) の献血制限緩和措置告知 cM
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4-2
平成20年度「けんけつ ホップ ステップ ジヤンプ」配布時におけるアンケート調査結果

(難護誌躍IF奪了i紹忙
配布を行ったもの )

貴校では、この資材をどのように利用されていますか。
1

O保健体育の授業で使用している

)配布するのみ

(D校内での献血実施時に配布している

2易鍵蟹ぜ翼曇進ぽ
用し‐ヽる

5)そ の他

鶉絣蜀麓 j晰

2貴 校では、本資材を何年生に配布しましたか。

Q)1年 生

(2)2年 生

(3)3年 生

(4)その他

範釘眉盤抒
血者(学年間わず)/

漢 1鶴壕鴇 殺守
徒の画への胸竣化はありましたか。

tl‐)高まった

12)やや高まった

(3)変わらない

に`分からない



4_本資材の内容について生徒の献血への関心を高めるためのアイディアや改善すべき点があれば、ご記入下さい。

(自 由記戦項目)

保ヽ健の授業を実施する1、 2年生への配布とし、授業の中で活用するのが望ましい。

・3年生は保健の授業がないので、詳しく説明していない。

・3年生は受験体制で、保健 0・ 家庭科0という時間割。配布時期に苦慮する。

・生徒の保健の授業には献血関係がないので難しい。

・実業高校で、あまり関心がない。今後意識を高めたい。

・学校で献血や献血の授業があれば、そのときに配布することによつて、関心は高まると思う。

・見学などの体験学習とあわせて取り組めたらベストだと思う。

・卒業時に配布したらどうかQ(進路も落ち着き、18歳の自覚があるように思う。)

・校内献血 (2、 3年生対象)では、2年生の方が献血に興味を持つている(初めての献血)ので、2年生に配布したい。

・1、 2年生を対象に3月 に献血を実施しているため、配布対象を2年生としている。

・とてもわかりやすく、興味を持つて知識を高められる教材だと感じた。

・とてもわかりやす〈良いと思う。

・とても読みやすく、わかりやすしヽ冊子だと思う。

・とても貴重な資料だと思う。

・マンガが取り入れられ、わかりやすかつた。

・親しみやすいキヤラクターやレイアウトなので、生徒も読みやすい。

・DVDと の併用により、関心を高めるために役立ちました。

・今の内容で十分だと思う。

・予想以上に生徒が熱心に読んでいたので良かつたと思う。

・以前より親しみやすい内容になつた。

・イラストが可愛くて、生徒もとても関心をもってくれた。

・ポスターを各校に2～ 3枚で良いのではないか ?

・とてもわかりやすい冊子だが、もう少しコンパクトにまとめても良いと思う。

・もう少し内容を簡潔に、冊子を薄〈してください。

・もう少し簡潔な文章の方が良いと思います。

・もう少し簡単でも良いと思う。

・字が小さく量が多いので、もう少し簡略化を。

・厚すぎる。

・薄くてインパクトのある資料にする。

・生徒用にはクリアファイルが良いのではないでしょうか。(常時持つて見ることが出来る。)

・絵や図が多〈わかりやすいが、冊子だとよく読むまでは至らない。ボールペンやクリアファイルの方が良いと思う。

・クリアファイルにPRしたい内容を凝縮して載せて配布する。冊子はゴミになりやすい。

・冊子だとなかなか読まないので、内容を厳選してリーフレット(両面印刷1枚 )にまとめるとよい。

・両面印刷1枚 の方が、読む確率は高いと思う。

・表ウラー度で見られるリーフレットや下敷きのようなものでも良いと思う。(厚い冊子だと読まないような一 )



・サイズがA5の方が読みやすい。

・もう少し冊子を小さくしたら、生徒も気軽に手にとって読む気持ちになりやすいのではないかと思う。
・大変分かりやすいテキストでぁるが、ベージ数が多いようにも思われる。

・もう少し枚数を減らすと生徒が飽きずに読めると思う。

・ページ数を減らし読みやすくする。

・少しページが多い。A4両面くらいのパンフレットがよぃと思う。

・資料が厚いので、もう少しポイントを絞った簡単なプリントで良いと思うc(詳しいバンフはクラスに1冊で十分。)

・内容が盛りだくさんで読み切れません。冊子も内容もコンパクトにして欲しいと思います。
・クラスにコつカレンダーにするとか、メモ用紙の裏が献血のPRとか、考えてほしいて,

・もっと文字を大きくした方がよい。

・少し子どもっぼさが気になります。

・高校3年生のテキストにしては、ィラストが子どもっぽく、興味や関心が持てないように感じます。
・高校生なので、職員用と同様のものでよいと思う。

・献血対象者全員に配布できたらよりよいと思う。

・資料を配付しても、読んでくれたかどぅかは各個人によるところが大きいので、効果があるか分からない。

鋼 蔚凛1薦
=砥

k∬別記場与夙
うが・配布す相す●まどの積姓徒が読ん輸るか。

・バンフレットを配っても意識向上にはならないと思う。

・生徒は文字が嫌いなので、冊子は無駄ではないか。

・この教材にお金を使うよりも、献血者への感謝の品を考えた方が良いと思う。
。生徒の実態から内容を理解させることは困難。(特別支援学校 )

・教員用は小さめで専門的な資料が良いと思う。

・Q&Aをもっと載せる。

・キヤラクター (けんけつちゃん)をもっと宣伝すると良いのでは?
・けんけつちゃんは女子に好評。「痛い」等のマイナスイメージを払拭できれば良いかもしれない。
'マンガ、イラストを多く取り入れる。

・胸打つ名セリフをて,

・高校生に人気の芸能人等を起用する。

・人気のある芸能人をイメージキャラクターとして採用すると関心が高まると思う。
・ビデオ、D∨ D等の視覚的な教材があると良い。

・CD等を作成する。(保健の授業でも活用できると思う。)

・QRコードをつけて、HPに携帯からアクセスできるようにする。

・現状を知らせる(献血が出来る場所を提示する。

・献血不足に対してもっとアビールした方がよぃ。(この資料は保健だよりでも使用させてもらっている。)

・課題解決学習の資料としても使用したいので、もう少しデータゃ内容面で深さもあると良い.

・献血器具の写真、10代の人が献血しているアップ写真を載せる。

・若者に人気のある芸能人が献血の呼びかけ又は実際に献血してぃるシーンを載せるのも一つの方法だと思う。
・生徒の知っている著名人で、献血に助けられた人のコメント・コラムが入っていると良いのではないか.



・生徒が行つてみたいと思えるよう、献血ルームの様子やサービスももっと加えてみると良い。

・生徒会活動や部活動としての取り組みの紹介など、生徒の自主的な取り組みを紹介すると良いと思う。

。献血血液によつて救われている方たちの言葉など、献血が役立つと実感できる内容にする。

・本当に困つている人や献血によつて助けられた人の例や手記を載せる。

・小児がんの記事を掲載するのはどうでしょうか。

・ニュース等で報道されている医療事故等についての正確な情報 (リ スク等について)も知らせてほしい。

・保健授業の「感染症」「エイズ」の単元で扱つているため、そのあたりの資料も少し載せてほしい。

・献血できない条件をリストアップしてもらいたい。(ピアスなど)

・血液の重要性について教育が大切。

・直接生徒へ説明していただきたい。

・各校にて説明会をおこなう。

・日本の現状として講話等していただけるとなお良いと思う。

。献血推進指導・教育のために、保健所等の担当の方が学校に来てくださるのが良いと思う。

・学校の場合は、大入 (=教職員)が献血への関心を持たなければならない。

・世論の関心を高める。

・テレビなどでの広報の効果が大きいのではないか。

・CMで実情や美談等を出来るだけ多く紹介してもらえば良いのではないか。

・ドラマ化するなど、メディアを通じた啓発活動をおこなう。

・有名人 (人気のあるタレント)による啓蒙。

・生徒に身近なモデル (楽天・田中投手)の起用はよかつた。

・授業時間内で校内献血を実施している。

・文化祭などで献血キャンペーンを企画する。

・文化祭などに採血車がきて献血をおこなうというようなはたらきかけ。

・献血車をもっと街頭に出して、献血の機会が増えればと思う。
学校でおこなうのは、体育や部活動の関係から、健康安全上推奨出来ない場合がある。

・地域で献血する機会を増やすと良いと思う。(生徒はどこで献血をしているか知らないので)

・献血して初めて痛みがわかるのではないか ?

・年二回、オープン採血の方法で実施しているが、「見せる」ことによって、次は自分も…という気になる。

・献血者への記念品の配布

・200mi献 血が再開されない限り、高校での協力は得られないと思う。(400mi推進に移行後は校内献血を実施せず。)

・学校献血時よりも献血ルームに行つた方がサービスがよいというのは困る。



平成 22年度子ども霞が関見学デー

『模擬献血体験』

実施結果報告書



【実施日時】

平成 22年 8月 18日 (水 )、 19日 (木 )

(受付時間)10:00～ 12:00、 13:30～ 17:00

【実施会場】

中央合同庁舎 5号館低層棟 2階講堂

【企画】

子ども霞が関見学デー

厚生労働省プログラム『お薬の世界』 (医薬食品局総務課・血液対策課合同出展)

「楽しく学ぼうキッズ献血」

模擬献血体験を通 して、献血年齢に満たない子どもたちに、献血の仕組みやその

重要性についての理解を深めてもらうことを目的とした企画。

【協力】

日本赤十字社血液事業本部

日本赤十字社東京都赤十字血液センター

【模擬献血体験者数 (子どものみ)】

18日 (水)126人  /※参考)厚生労働省来場者数 355人

19日 (木)175人  /    厚生労働省来場者数 282人

2日 間合計  301人



● 1日 目の実施結果
実施日時 :8月 18日 (水 ) 10:oo～ 12:oo、 13:30～ 16: 00

*模擬献血体験受付人数 :126人

【体験者アンケー ト結果】

①性別

18日

②年齢

18日

④保護者等が献血をしている姿を見た経験

18日
18日

不明
その他 6%

③居住地

4ぽ湾1)1∫層売 .ま考五埒「́ ′  3%(も、)

■j=

(2



● 2日 目の実施結果
実施 日時 :8月 19日 (木)10:00～ 12

*模擬献血体験受付人数 :175人

【体験者アンケート結果】

①性別

100、 13[ 30～ 16:00

②年齢

19日

④保護者等が献血をしている姿を見た経験

19日

③居住地

19日
不明

その他 304



【体験者アンケー ト結果】

①性別

③居住地

(〉言ト

合 計

②年齢

保護者
0%(1人 )

④保護者等が献血をしている姿を見た経験

「藤
~~~~~~1

|

|

男

49%
(146A)

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

東京
580X

(176AD

不 明

その 他 4%

茨城
3%(12人 )

※③における「その他」の内訳 …・宮城 2人、愛知 3人、大阪 2人、福岡 1人、熊本 1人



●子どもたちの感想

・ 楽 しかった。(5歳 /女の子、小 1/女の子、小 3/男の子、他多数 )

。 またやりたいです。 (ノ 1ヽ 2/女の子、小 4/男の子、小 5/男の子、他多数 )

・ ほんとにやったみたいだった。 (小 3/女の子、小 4/女の子、小 5/男の子、他多数)

・ 実際にはやったことがないことを体験できてよかった。(ノlヽ 3/男の子、小 5/女の子、
小 6/女の子、他多数)

・ 本当に献血をしたような感じで、おもしろかった。またこういうイベン トをひらいて
ほしい (小 4/男 の子 )

・ 本当のけん血 じゃないけれど、ら、んいきがでていてよかった。 (′ 1ヽ 4/女の子)

・ 本当にはりはさしていないけれど、けんけつした感じになりました。 (′lヽ 4/女の子 )

。 とても現実味があっていい体験だつた。 (中 1/男の子)

・ 初めてやってみて、楽しかったです。とてもリアルでした。 (ノト5/女の子 )

・ こわくなかった。 (′lヽ 1/男の子、小 3/女の子)

・ ちゆうしゃをするふりなので、あんじんしておもしろかった。 (ノ lヽ 3/男の子 )

・ さいしょはこわがっていたけど、こわくありませんでした。 (ノト3/男の子 )

・ はりはあんまりいたそうじゃなかった。 (ノ1ヽ 5/男の子 )

・ はりがいたそうだったけどおもしろかった。(小 3/男の子、小 4/女の子、他多数)

・ すこしこわかった。(6歳 /男 の子、小 3/男の子、小 4/女の子、他多数 )

・ ちょっとこわかったけどおもしろかった。 (ノ lヽ 3/男の子、小 5/女の子、他多数)

・ ちょっとこわかったけど、思ったよりびっくりしませんでした。いい体験ができたと
思いました。 (ノJヽ 5/女の子 )

・ ほんとうにはりをさしたらいたそう。 (小 3/男の子、小 3/女の子、他多数)

。 本当の針だったらこわいと思う。(ノ
jヽ 3/男の子、小 4/男の子、中 2/女の子、他多数)

・ ドキ ドキした。 (′]ヽ 3/女の子、小 4/女の子、小 5/男の子、他多数)

・ きんちょうした。 (ノ lヽ 2/女の子、小 3/男の子、他多数)



・ 少 しきんちょうしたけれどおもしろかった。 (ノ
jヽ 4/女の子、小 5/男の子、他多数)

。 ほんとうのけんけつをやってみたくな りました。 (ノト1/女の子、小 2/男 の子、小 4/男 の子、他多数 )

・ 大きくなった らけんけつに協力 したいです。 (ノ
jヽ 3/女の子、小 4/男の子、小 5/女の子、他多数 )

・ 16歳 になった ら献血 しようと思った。 (ノ lヽ 2/女の子、小 4/女の子、小 6/男 の子、中 1/女の子、他多数 )

・ 16才 になったらけん血できるので、参加する機会があれば参加 したぃ。(ノ
jヽ 6/男の子 )

・ 来年から献血できるので、 しょぅかなと思います。 (中 3/女の子 )

・ 本当にやったょぅだった。16才以上になったらいってみたいと思った。(ノ lヽ 4/女の子 )

・ けんけつのたいけんができてょかったです。16さ ぃになった らけんけつ します。 (ノ 1ヽ 5/女の子 )

・ お父さんがよくゃってぃるので、体験することができてよかったです。16歳になったら、やってみたいです。 (ノ」ヽ6/女の子 )

・ お父さんが献血をやっていたので、献血ができる歳になったら献血 しょぅと思ってい
ま したが、今 日、体験としてできたので良かったです。 (中 1/男 の子 )

・ 今日体験でやって、けんけつは人を助けるとても大切なことだと分か りま した。16才になったらけんけつをして人を助けたいと思いました。 (ノ lヽ 5/女の子 )

・ 今日は本当に血をとらなかったが、けんけつではどういぅことをするのかがよく分かりました。16さ ぃになってからしかできないが、ぜひ他の人のために 16さ いになったらけんけつをしたいです。 (ノ lヽ 5/女の子)

・ 病気の人が治るなら献血したぃと思いました。 (4ヽ 6/男の子 )

・ 献血で人を助けられるから、私もしたぃなと思った。 (ノ 1ヽ 6/女の子)

・ 大人になったら、けんけつをしてけがゃ病気の人を助けてあげたらいいなと思いました。 (ノ Jヽ 5/女の子 )

・ けんこうな血をあげて、血をもらった人がたすかるならすごくいぃことだと思った。できるときになったらけんけつをして人を助けたいです。 (ノ」ヽ4/男の子)

・ けん血は病気になってる人を助けるので 16才以上になったらやりたい。(ノ」ヽ4/男の子)

・ 献血は多くの検査をしなければならないことがょくゎかりました。でも、それで多くの命が救えるのならば、ぜひ行きたいです。 (小 6/男の子 )



。 たくさんの検査をしてめんどうだけど、人の命を助けられるのはいいなと思った。針

は苦手だけれど、16歳 になったらやつてみたい。 (中 1/女の子 )

・ どきどきしました。でもこまつた人をす くえる。 (ノ 1ヽ 2/女の子)

・ 本当にやつたらいたそうで、ちょつとこわいです。でも、人のためになるんだなって

思つたら、大人になったらやつてみようと思います。 (ノ
jヽ 5/女の子)

・ 献血の手順が分かりました。針をさすところが多いけれど、病気の人にためにやって

みようかなと思いました。 (4ヽ 5/女の子 )

・ けんけつをするときのはりがそうぞういじょうにいたそうだつた。だけどそれで人が

助かるならしたいとおもいます。(小 6/男の子 )

・ 針をさすのはびつくりするけど、本当に血を分けてあげるときは、そんなこと思わな

いだろうと思う。 (ノト4/女の子 )

・ 大変そうで…。けど、やらないと人が助けられないことが分かつた。(中 2/女の子 )

・ 自分の血で相手の人が助かると思うと、ぜひ献血をやつてみたいと思いました。 (ノ 1ヽ 6

/女の子 )

・ 本当に献血するとなるとドキ ドキすると思います。でも血がなくてこまっている人も
いるからやろうと思います。 (′ lヽ 6/男の子 )

・ 今回は実際に針はさしてないからこわくなかつたが、実際にやったらこわいと思う。

でも、こまっている人がいるんだから、助けないといけないとも思った。(ノ lヽ 6/女の子 )

・ 実際には採血はしていないけれど、とても緊張しました。他の人の役に立てるように

したいです。 (ノ
jヽ 4/女の子 )

・ 献血ってこんなら、うにやるんだな一と思いました。あんまりいたくなさそうだし、そ

れで人がたすかるんだったら、大人になったらやりたいです。 (ノ]ヽ 4/男の子 )

・ わたしも、たおれたら血をもらうことがあるかもしれないから、やりたい。 (小 5/女
の子 )

・ としをとつたら私もひつようかとおもうと私もきょう力したいなと思いました。(小 3

/女の子 )

・ たいけんをして、わたしももらうがわになるかもしれないと気づきました。たいけん

できてよかつたです。 (小 4/女の子 )

・ けんけつの体験をして勉強になった。 (小 4/男の子、小 6/男の子、他多数)

・ 献血のやり方がよく分かつておもしろかつた。 (ノ lヽ 2/女の子、小 6/男の子、他多数 )



。 けんけつについてた くさん知れてよかったです。 (ノ]ヽ 2/男の子、小 3/男 の子、小 6/女の子、他多数 )

・ 本当にやるには、16才になってからといぅことがわか りました。 (ノJヽ 4/男 の子 )

・ けんけつはこんなことをするのかとおもいました。 (′lヽ 2/女の子 )

・ 体験 して、さぃ血はこんなこんかん じなのかということが分かった。 (ノ
jヽ 6/男の子 )

・ さいけつがぉもしろかった。 (ノ lヽ 3/女の子 )

・ 針が思つたよりら、とくてびっくりした。 (ノ
jヽ 2/男の子、小 4/女の子、小 4/男 の子、他多数 )

・ はりが大きかった。 (小 1/男の子、小 4/男の子、小 4/女の子、他多数 )

・ 針が太 くて痛そうだと思う。 (ノ 1ヽ 5/男の子 )

・ はりはおもったょり太かった。けつぁっをはかるのは、ぎゅっとなった。こんどは本
当にやってみたい。 (小 5/男の子 )

・ けんけつは、さいけつよりたいへんだとおもった。 (ノ1ヽ 5/女の子 )

・ いがいと時間がかかるものだと思った。 (ノ]ヽ 5/男 の子、小 5/女の子、小 6/女の子 )

・ いろいろなことをして大変だった。 (ノ
jヽ 3/女の子、小 5/女の子、小 6/女の子 )

・ 初めて献血体験をしました。いろいろな検査をして献血するのは大変だと思いました。
(中 3/女の子 )

・ 初めて献血のようなことをして、血を抜 くだけなのにとても手間がかかるんだと思い
ま した。将来献血をしてみようかと思いま した。 (中 2/女の子 )

° いがいといろいろやるのがわかった。 (小 5/男の子 )

・ 血をとるまでにたくさんすることがあってびっくりしました。 (ノ lヽ 5/男の子 )

・ 献血をするための行程が多かったのでおどろきでした。 (ノ」ヽ6/女の子 )

・ 血あっをはかった り、濃さをはかった りと、血をとる前に色々とやることがぁるのは
初めて知 りました。ぁりがとうございま した。 (ノ

jヽ 5/女の子 )

・ 献血するのにはいろいろな検査があるんだなと思つた。 (小 6/女の子 )

・ こうやつて献血できるかどうかをた しかめるのだと知って勉強になりま した。 (中 1/
女の子 )



" けん血する前の準備がたくさんあってびっくりしました。しくみもよくわかったので、
とても良かつたです。 (ノ!ヽ 5/女の子 )

・ 二度刺すのを見ておどろいた。 (中 2/男 の子 )

・ 血をとるのに 10分かかるということはしらなかった。 (ノ∫ヽ4/女の子 )

・ 400mlも 血をとつたりするのは 1年間に何回くらいできるのかなあと思いました。ゎた
しも大人になつたら本当の献血をしたいです。 (ノ

jヽ 4/女の子 )

・ 献血をやってみて、もっとたいへんだと思つていましたが、かんたんだったのでおど
ろきました。 (ノト5/女の子 )

・ 本当にけんけつのたいけんをしているみたいで、すごくびっくりしました。けっこう
短いことがわかつておもしろかったです。 (小 5/女の子)

・ さいごにすいぶんやとうぶんをとることをはじめて知りました。 (′
jヽ 6/女の子 )

。 こういうふうにけつえきをとつて、びょうきの人にあげているんだな一と思いました。
(小 4/女の子 )

・ こうやって血をとつてびょうきのひとなどに血がおくられるんだなと思つた。(小 4/
男の子) ・

・ けんけつはとても大切なことだということがわかりました。 (ノ
jヽ 4/女の子、小 5/男

の子、小 6/男の子、他多数)

・ けんけつをしてきょうりょくすることは大切だと思いました。 (ノ lヽ 2/女の子)

・ 献血は人のためになれるからすてきなことだと思った。 (中 1/女の子 )

・ けんけつルームは見たことがあるけれど、やっぱりそれがないといけないとわかった。
(小 5/女の子 )

・ 駅の近くに、けんけつルームがあって、けんけつをしている人たちがたくさんいて、
どうやつてやるのか知らなかつたけど、今回、体験して、やり方がわかったから良かつ
た。 (ノ lヽ 6/女の子 )

・ 献血の体験をしたのははじめてだったので、どうやつてやるのかを知れてよかったで
す。(小 4/男の子 )

。 初めてこういう体験をしたけれど、とても勉強になりました。もうちょっと大きくな
つたら、献血をやつてみようかな。 (小 6/女の子 )

・ どうやつて採血するのかよくわかったので、大人になったら本当にけん血をしようと
思いました。 (ノ1ヽ 5/女の子 )



・ 本とうにするのではなかったけれど、けんけつをしている人のきもちがょ くゎか りましたの (ノト2/男の子 )

・ 看護師さんともおはな しができて、楽 しくけん血ができました !(小 4/女の子 )

・ 本当にはささないけど、ちゃんと説明してくれてうれしかったです。 (ノト5/女の子 )

。 様々なチェックを受けてから献血すると知らなかったのでびっくりしました。皆さんがとても優 しくしてくれました I(中 3/女の子 )

・ 最初はぜんぜんわからないことだったけど、ゎかりやすくぉしえてくれたのでよくわかりました。とても楽 しかったです。 (′lヽ 6/男の子)

・ ほんとうはできないことをやらせてくれてありがとうございました。 (小 4/女の子)

●保護者の方の感想

・ 体験を通 して、久々に献血 してみようと思いました。

・ 献血について体験できることがないので、とても良tヽ経験になりました。ぁりがとうございました。

・ ありがとうございました。



●会場風景

☆展示、クイズコーナー ☆パンフレッ ト (ご 自由にお持ちください)

☆オープン献血会場のイメージ ☆受付・問診～血圧測定～血色素量測定

☆血圧測定 ☆血色素量測定



☆献血の模擬体験 体験中は献血についてのお話を聞きます

☆キツズ献血カー ド ☆血液製剤
Kイ穏、_上■出■鵬
の展示でお勉強

☆穿刺の体験 ☆けんけつちゃんと一語覆石妥罰菖彩



「キッズ献血カード」(表 ) (裏 )

No

なまえ

日 付

「キッズ献血申込書日間診票」(表 )

元気ですか

よく寝ましたか

ご飯を食べましたか

”
票

しんひ
診

協
間

本日、献血の勉強をしたことを証明します。

16歳にな ったら、献血をお願い しますち

厚生労鋤毬「子とも露ヶ関見学テーフロジェクトJ

き栄ギ‡撃番「キッズ犠allプ Elジ ェクトリ

はい・いいえ

は い いいえ

ま

　

ま

　

ま

一知
　
一印
　
一領 はい・いいえ

,        っ,|,                ひと  けんけつ        み

4.お父さんやお母さんや知つている人が献血 したのを見たことが

ありますか はい・いいえ

※ この 申 込 書 に書いてもらったみんなの個人情 報 は、

7整
｀
甥角謝客の跛冨家駿のおIJ幸ぽ舞のことには穫いません。

(参考)

さ ん
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名

昴
年
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年
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受付
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間診
0し ゅう

比重 藻猛

,

住んでいるところ

↓
想”感

たいけん    あと  きに,|う

(体験 した後に記入 )

一
日

”
月

柘
年平成

(裏 )



國 F型

受血者が見える広報の取 り組み

輸 lllを受けた患″さん♂)感謝ヴ)気持ちヘン、1駄血されたliLγ f々 がどい .欠 ぅに患考さんに1吏

われているかを表現 し、ょり多くの献血L者 等に献山1さ ォlた 山Lttσ )itわれ 方を理解 してい
ただくこ、Lを「1的 とし、卜記υ)ヒ お り広報資|イ をf4:製 し、各血ィをビンターにおける啓発
事業において広報7舌動を展1用 している

「

1  1り (ィ象

(1)「 人は人σ)ノリになれるJ

I勺  容   (11'1_||´  、
1′ ||′ lliltt L I:ら |IJIさ |1/1伝 ノ′

J′ (5,1ヽ ),、 ljl」 ヽ /i l_11、

「

‖11)J′
l1/1「 t́r ll l′ |[lt i、  綸〕を lt i'1)||,(|ル |プ ,ノ 、l`ソリ心仁́仁(オ ィ)ト ハーた ズじ ト

あa央‖寺|百] 12う)           
｀

製 f4J妥 li度  ]IZ′」文20`111暫

製作本数 1,ooo本

(2)|ゆ きみ ]

内  ′
ぞド   3歳 7/1受 づ

―
る4tに ′jりこがん ll「 イさし、父が4tυ )け‖ヵ万をヒ1じ て感 じたこと

を、自[)の経験をりitに |力Lttυ )惇 さゃ 人との温かぃ繋が りを伝える ドラマ。
方々H央 ||キ ||11   27う)                                           、

i*l1.tl,lt ,14/rt ,t q:ltX

tyUl.4^)/l. Z, sOo i.1r

{'r =, .( 4- >. 7 , 1 -f i'r Itl {; tfr,l < )t t \ _L *- 
li,j,,i:t;. i: ,li i?t

L"-i'. ., 1-,J:.itt'tt,) (:s ;l+i;1;y .tr_( jf 1,J..

(3) f/\Jld) .rE,ltj

(8筒メリ「)及 でバ各地 lκ キャ

）●

内  容  妹を急1生 |二1血病で 亡く
イ
lill11に オつたる聞lヵ),の 記録,

ちJlげ、 1駄 111の ポランテ

された姉t「1身 も骨髄提供を行

妹を亡くした後、1伏 1lLボ ラン

ィアに励む姉の4勿語の映 Fli□

うなど
′
家族の 5

テ イア糸卜[織を立

ン
　

レ

一

方k‖ IkL‖寺|1号   15う )

製作年度  平成 22イ
|・ 度

製作本数  lo,ooo l女

※ 劇場における宅成試写会の開催及てが全国 レンタル ビデォ「li

ルケせィ,

/|'u \1i,1i1,J.1111,'- (riil rirr. ltrr I ker.) --{),.;drJ;}tl;lit

'f'l,t:ot1'til):-,)tl'21,1\Ei.l (rt11.250)ti:{1\) L{r,,,j. rii,\rfrLtvatki,r-l:_ t*r4 .t
i:'r-)' I'r ,;d'Ji.! t ,:. ri u* ('46)tnL.',trll:,ili {;[/,r),{.tntt;ir]El&.r, cf ,z;



資料 4-5

絵本による広報

(絵本「ぼくの血みんなの血一あたたかい贈りもの」配布状況)

先般、樹1会福祉法ノ、はばたき福IL事 業国様より同事業団が監修・製作した、山l液 と献

Jllに ついて学ぶことができる絵本を 2,2001‖}の 寄贈を受けたところです。

1日 本赤十字ネ11に おいては、各 lil液 センターに配 niし 、献血ルームヘ設置、小学校及び

|ク:戒〔機関の/Jヽ 児科年ン 配ヽ niし 、献 111の ′と、要ヤ上等に角虫オl′ ていたブまくこととしていま=|_

なお、各配珀T先 については下表のとお レ)と なってお レリまづ。

lHl己 イl「 先 件 数 配布数

小学校 171 357

その他教育機関 (※ 1) 38 65

公共機関 (※ 2) 267 691

山l液セ ンター 63

rli,[,,tfrt. rt -;' 8′ 1 524

H赤関連施設
う

“ 109

.. \l)lA 6 30

661 120

※ 1 幻J稚園及び保育1劇 等

※2 医療機関、図書館及び行政機関等

詳

`´

1轟_11

ごぎ
｀
4(

ヽ
、.詳

・

″′た夕)｀ ti

膠
”

,マ群

・．
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７
）



資料 4-6

積極的な広報戦略の実施内容

(日 本赤十字社の取 り組み)



キャンペーン等名称 目的 実施時期 実施 (予 定)内容      1      主催 。後援・共催

1

世界献血者デー

一̈，
．̈

響̈
一

”

毎年 6月 14日 に、lllHO(世 界保健機関)、 IFRC

(国際赤十字・赤新月社連盟)、 ISBT(国際

輸血学会)、 FIBDO(世界献血団体連盟)に

よって共同で企画され、これらの各団体がひ

とつの国際的なイベントを通じて集まり、安

全な血液や定期的な無償献血の重要性への

認識を高める世界的なメディア・キャンペー

ンを提供。

平成 22年 6月 14日

‡I`ずIIダ01二月量拒堡憩::幕 :|

ラジオ番組での周知っ

各血ィ夜センターでのイベント開催。

2

日本赤十宇社第 5回

「いのちと献血俳句コンテス

ijioteun L-,.r:-*.g:
俳句コンテスト作品事集

若年層を中心に幅広い年齢層へ俳句の募集

を行い、「献血」を
'亜

じて支えられる 「生命」

に意識を向けさせるとともに、献血活動の意

義の理解・普及の機会を創出することを日的

として実施し、併せて献血者減少期における

献血者確保を図ることを目的とする。

駒戎22年 6月 15日 から平

成 22年 9月 30日 まで ぃl機説城[[:首i慧:重T憩ヒ[:|」束紫単字社
とを俳句で表現し、応募する。 (後援 )

国内在住の方ならどなたでも応募可。 1厚生労働省、文部科学省及び各都道府県教

応募方法は応募専用ハガキ、官製ハガキ、
1育

委員会

学校専用応募用紙、FAXス は瓶B。    |(協 力 )

主な賞は厚生労働大臣賞、文部科学大臣 1株式会社ポグモン、東京モノレール株式会

賞、織 員制 賞』 赫 件 社 長幣 cl仏 株式会社

教育現場へのアプローチとして学校用応 |

寡キットを小 。中・高等学校へ直接送付す
|

るほか、教職員グループ「TOss(Teachre'sl

Organization of Skill Sharlng)Jと の連
|

携により、授業で献血について取り上げて |

もらう協力を依頼。          |

祓 孟量ニモ予 1瓶り1蓼震

昇Iユ拝磯Ifri曇影



キャンペーン等名称

愛の血液助け合い運動

l´ 0ヽ E ]lR へrliOn PROJECT

40,ォ・

ltl,かる命,あ ぇ

すべての血液製剤を国民の献血によって安
定的に確保する体制を早期に確立するため、
広 く国民の間に献血に関する理解 と協力を
求めるとともに、特に、縦続的な推進が必要
な成分献血・400m L献 血への協力と血

`夜

製
|

剤の適正使用 のヽ協力を求め、献血運動の一 |

層の推i_Fを 図ることを目的とする。     |

日
ロ 実施時期 実施 (予定)内 容 主催・後援・共催

(主催)

日本赤十字祖_、 嘱生労働省、都道府県

(後援)

文吉「fl学 省、日本医師会、日本歯科医師会、
日本薬剤師会、日本病院会、全日本病院協

会、全国自冶|■病院協議会、日本病院薬剤
師会、日本常F聞 協会、 日本社誌協会、日本

放送協会、日、民間放送連盟、 日本民営鉄

道協会、全国夕■事会、全国市長会、全国町
村会、 日本看護協会、 日本血液製剤協会、
日本労101組 合総ltF合 会、日本経済団体連合
会、 日本製薬田子本連合会、全日本薬種商協
会、全国配置家庭薬協会、血lik製 剤調査機
構

(協 賛)

健康保険組 合連合会、国民健康保険中央

ア誦 雨 盪 ´̈ 而 :¬ 悌 l鋤 ―― ―
十 面 %訂 面 嘉 藤 砺 卦 電 器 嘲苦 生 屈 静 而 ヵ,瀞 )十 ス 出  世 ″rけ _‐― ―́ ´ |_.青年層献血か減少十ん中、苦年層に献11の き 1平成21年 10月 1日 からJ「 | を配4丁 ^

_へ 'ソ フノ~|(ltttliN顆 予定 )

拳
を伝な 耐 動を促十‐ とを助 とす 成■ 年

`月

島

I:||:ill::寸 lli♯
`∫ 1丁 III暉

生労働省

°'                     l i第 2期 ル

1摯
2年 7月 1日

,l^,, h.^ - ^,rlr -J 1t1 rr fj i'r I 1a ftil,r'-.v 4lt,l!l+,.=>.+.1 ,nil,rlll.
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故局に山本シュゥ氏か出演し、各局 D」 と |

Dト ーケショーを放送十ろラシ十キャラ
|
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・ アーティス トゃスホーッ選手lrょ り献血
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啓充イベントを開催。         |
。 LOVE ln Act10n Meoting tLIVE)の

開催_|

等                  |

平成 22年 7月

成 22年 7月 31

1日 から平

日まで

キャンペーンポスターの製作及び配布。

各血液センターでのィベン ト開催^
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キャンペーン等名称 目的                   1        実施日寺期 実施 (予定)内容      1      主催 ,後援・共催

はたちの献血 キャンペーン 冬季における血液不足解消と若年層をはじ 1平成 23年 1月 1日 から平

めとする献血協力の訴求及び献血思想の普 1成 23年 2月 28日 まで

及啓発を目的とする。          |

|          |
|        |

|

|  |
|    |
|        |

6

自lrt」 車教習所設置の広告映像配信

システム (JACLAヽ IS10ヽ)に よる広

報展 Dn

特に減少か著しい若年者層が多く集まる自

動車教習所の教習生を対象に献血の必要性

について訴求し、成分献血者確保の促進を図

ることを目的とする。

平成22年 7月 16日 から平

成 22年 9月 15日 まで

英国llll航歴制限緩和関連 CMの 放映。

アーティス ト等による献血に対す る

メッセージ放映。

献血 Walkel・ の配布

7

輸血患者とその家族の再現映lraの

製作
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輸血を受けた患者サイ ドの声をlFtり あげた 1平成 22年 6月 から平成 22

患者さんの感:11の気持ちや、献血された血ィ夜1年 8末頃まで

かどのように患者さんに使用されている 7171

かを表現することにより、より多くの献血者 |

[瞥£f■
れ方を理解していただくこと

|

・
_襟舞:富鼻機諾

=鳳
。
を各血液センタ

|
・ りt画館での試写会の開催及び映画祭への

|
出展。               |

・ テレビ (CS放 送)での放映。     ,
・

∬

娃 要レン

'ビ
デ札 で州 料貸

|



キャンペーン等名称

個ノ、向け小冊子 (献血 Walker)の配

布

Att」 lll者 減少期における蔵たr■ 者確保
ιDための広報

][||[l[ililil夕 ][i[:] 23年

3月末

|

|

|

|

|

耐 頭 i三高 耐 蘇 ;而丁鵠 5… 計
時期に、赤Im球 製剤の適ェ在庫数をrlF持する 1成 23■ 3月 31日 まで
ことを目的 と十る´

者 向けに 2,500,000部 、一般者 向 け

500,000部 を製作し配布 ,

|

|
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移動採 rll tt tぅ けス

ピンク

献血 ′ヾスの一層カィメ

とを目的とする_

アップを図ろ二 1平ら` 22年 8月 1日 から平
i

1成 22年 12ナ ]31日 まで  |
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抑巾華判服投票畔姦

ハーてハンキ「日経Ｃ゛製量」



調査設計

早l〕太町こ軌IR種だ蕊轟躊 `1馳:竃献 ■管矮畔£磐言示師属1斃:ふも終期における献嵯暁角でぁる。2010年 実施キャンペーンでは、キャラクターとして石川遼氏が起用された。

価 薇滋 鶴疋』覇 s曇、霧動鱗難難⑬藤2Ъ臨雛雅ぷ:倉豚パξ』盤ξ

■調査手法   ィンターネット調査

■実施期間   事前調査 2009/12/22～ 24
事後調査 2010/3/19～ 3/22

■調査対象者  16歳～69歳 の男女 (全国 )

■調査項目数  事前調査 15間 、事後調査 27間

■回収サンプル 2000ss

■割付 (事前調査・事後調査共通 )

(※事前調査・事後調査の対象者は、重複しない別サンプルである)



結果概要

《Fはたちの献血」キャンペーンの認知》
■「はたちの献血」キャンペーンの認知率は全国(16才 ～69才男女)で49,1%であつた。

■キャンペーンの認知率は、年代が上がるにつれて高くなる(経年の認知の積み上げがある)。

■キャンペーン実施前と後のキヤンペーンの認知率は、概ね実施後のほうが高い(例外 :50代 )。

■キャンペーン実施前後の献血への関心は、キャンペーン後のほうが高くなつており、一定の成果がうかがえる。

《2010年「はたちの献血」キャンペーンの評価》

■キャンペーンに対する意見は好意的なものが多い。

■2010年のイメージキャラクター「石川遼」については、今回のキャンペーン認知者の2割が、純粋想起できるレ
ベルで覚えていた(助成想起レベルでは全体38.7%が記憶していた)。

■「石川遼」については、おおむね好意的な評価 (健康的、さわやか、若々しい)であり、イメージキャラクターとし
てふさわしいという意見が多数を占めた。特に、年代の高い層における好感度は高いようである。

■キャッチフレーズの認知率は、キャンペーン認知者の25.1%に とどまり、特に10代～20代の認知率は15%前後
と{氏い。

■広報資材は、おおむね好意的な評価であつたが、「テレビCM」 (35.5%が接触)以外の媒体については、接触

率は
2割に満たなかつた。

■来年のキャラクターとしては、来年二十歳を迎え、国民的な人気のある浅田真央の名前が多く挙がった。



ILove in Action PROJECTJ+ f>d-2
効果測定調
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日本赤十字社が実施した、献血推進キャンペーン「Lovein Actlonキ ャンペーン」の認知度、CMやポスター等の広報資材の認知度、実施したア

クションプランに対する反応等を調査し、国民の献血に対する関心度や理解度などについての影響・効果を定量的に分析嗜平価することにより、

献血未経験者に対する献血の動機づけを推進するにあたっての効果を測るとともに、効果的な次年度以降の広報計画に活かすための資料を

得ることを目的とする。

■調査手法  インターネット調査 (実 施期間 :2010/4/15～ 17)

■調査対象者  16歳～69歳の男女 (全国 )

■調査項目数  予備調査6間 +本調査 19問

■回収サンプル  2000s

■害1イ寸

計

全 体
16-19

歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

50-59
歳

60-69
歳

男性 1000 166 167 167 167 167 167

女性 1000 166 167 167 167 167 167



結果概要
●献血に対して関心がある人 (献血関心層)は、全体では50.6%と約半数。

献血関心層の割合は、世代別で下がる。
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●ロゴマークは"かわいぃ"と若者を中心に好評。

見甦醜鍵彗塊管厨亀概猟壁『 (議躍:ヽまぶ■慕単翼魯菫幕脅追∫I雪を学聾嵐率●1%けであった。
●キヤンペーンを知ったことで「献血したいと思った」。

lilililiil'I:li番灘弼辱働端瀾:織評 器ξ殿鶴っ卸"は、



●献血を身近にするためには「身近な場所で実施」していること。
献血を身近にするために必要なこととしては、PRという意見も多いが、「身近な場所で献血できること」を挙げる意見が多い。加えて、
「いつどこで献血できるか」「献血した血がどのように活用されるか」「そもそも献血に行くと、何をされるのか」といつた点について、説明
や情報開示を求める意見が多い。

献血に関心をもっていたり、献血をしたいと思つたときに、献血会場にアクセスしにくいことと、献血についてわからないことが多いことが、
献血に足を運ぶことを妨げているといえよう。

●献血したくてもできない人が約3割もいる。
今後の献血意向で「献血したいが、体調その他の理由により、できない」と回答した人が290%もいる。
この「献血したい」気持ちを生かすことはできないだろうか。特に50代で392%、 60代は521%もの人が「したいのにできない」と感じて
いる。

自由回答から60代 はできないと思っているケースが多いようである。
また、貧血や病歴、渡航歴などにより献血できない人も多い。       。
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設計調

日本赤十字社では、毎年『いのちと献血俳句コンテスト』を実施しており、今年で第4回 となる。本調査では、当該キャンペーンの,曼透度のみならず、今後の

施策についての示唆を得る。過去3回の応募句数は以下のとおり。

第1回 :298,916句    第2回 i347,383句    第3回 :160,584句

第3回 は応募句数が、前2回 に比べて大幅に減少した。第3回 のみキャラクターにポケモンではなく“けんけつちゃん"を使用している。

第4回 にあたる今年度コンテストでは、再びキャラクターにポケモンを使用している。

本調査では、2009年に実施された「第4回いのちと献血俳句コンテスト」キャンペーンを調査対象としている。

当該キャンペーンの認知度、CMやポスター等の広報資材の認知度、実施したアクションプランに対する反応等を調査し、国民の献血に対する

関心度や理解度などについての影響・効果を定量的に分析・評価することを調査の目的とした。

■調査手法  インターネット調査 (実施期間 :2009/12/25～ 28)

■調査対象者  7歳～69歳 の男女 (全国 )

※7～ 15歳については、保護者を通じて協力を依頼し、本人の回答を保護者がヒアリングし、入力してもよいとした。

■調査項目数

■回収サンプル

■割イ寸

27問

2000s

全体
7-12
歳

13-15
歳

16-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

50-59
歳

60-69
歳

男性 1000 125 125 125 125 125 125 125 125

女性 1000 125 125 125 125 125 125 125 125

10



結果概要

■「いのちと献血俳句コンテスト」の認知率は全国 (7才 ～69才 男女 )で 8496で あった。・
景l[1ギ発嘉隼響攪f'現ふ|:導11眠撃篠現喫瑾乞絶贄』ぜ房野卓賃晩知してぉり、学校を通じての認知促進は効果的であることがう・
忌,1ませ][lifiきl[「う轟iif曽:i予主fI111riめると75,0%であることを考えると、“ホスターは見たが、コンテストのこと

・暴II覇覧曝勇彎ふζttTl鏡 2「
ケモンのポスターを見てお吹国のポスター

“"%に
比べると飾轍が同じであ相ポヶモン

(コ ンナストヘの応募
"■ コンテスト認知者のうち、実際に応募した率は2009年度は24%、 過去を含めた応募経験率は71%である。■ 非応募理由の299%は「応募方法が分からなかったから」、次に多いのが「イ非句が好きではない(256%)」 でぁる。・まり」フmi線」肥笙23『fl]Jll詰ξ淫偽倉:錮 tttPittξ鷺豊言で)アI}`[∵

《ヨンテストの効果》

・離鋼 鼎 斃2倉』ゝ
テ
亀 Tttt現砕蹄

i梶翼
さ:だ所

喉1:襲群 ギ 誓ζ鴻事IE聟閉」
(244%)」などに多く回答してお|                               

めに一定の効果があったとぃぇるの
ではないか。

・
嬢刷 童1年白 彗 竜お橘多l琢 黙 丁

はあるが、全体の5割以上が入選作品を読みれ 構ヽ ぇるなど、必ずしも関心が机 テヽーマでは

11
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参考資料 1

高校における献血実施状況
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高校献血実施率の推移(全国)
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剖S追府県別高校献血実施状況 (昭 和62年度～平成21年度 )

施設名 年度 (Nol)
元年度

平成3

10≪J

園:聾聾蒲珊ll勇1群暑詐孝:蝙環ビ媚瑠珊  纂

|な重「:憂勇舞尋卑華灘墨il挺帥

数 1寒施数 1献血数 1実施率
数 '実施数 1献 Im数 1実施率 設置数 実施数 |ば面薮



都道府県別高校献血実施状況 (昭和62年度～平成21年度 )

No

施設名
平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度

設置数 実施数 献血 数 実施率 設置数 実施数 献血数 実施率 設置数 1実施数 1献血数 実施率 設置数 実施数 献血数 1実施率 設置数 実施数 献血数 1実施率
北海道 3351      98 7,933 293ツ6 3361 801   7.945 2389も 3341     83 6,423 249% 5,7731  246% 5048 23.8%
青 森

一

８６

一一

一
12109 9309も 79   9,407 9% 86, 5,3191  7670/O 86 4,401'  7919る 56 3526 651%

岩 キ 903 94896 94    8.54 969% 6,1501  959% 94  4,960  969% 4851 897%
官 城 6640 667% 661   5,596 629% 48951  566% 641   4.387 666%

卿一］
9044 10009も _ 641   641 7,237 10000/。 641 6,2351 10009も 64 62~~5,918 969% 651      611   5、 4071  938%

701 6725 943 701 6,232 92996 6 5,643  931% 7 4,875   861% 63  4,501  87.5%

格一動
117 9562 675% 1171      741   81560 63.2% 7 7000 653% 731   5,4941  619% 1131  71
132 17399 7809も 981 15,27 778% 13 94 8% 8,586.  649% 4341  48 4799 366%

栃 木 17399 10009も 811     801   5436 988% 78 10828 963% 811     79,   9,996 975 811      801  10、 1731  988%
群 馬 14,634 966ツ6 7 8,778 79596 6,770 787°/O 851     641   6.081 87~~~68‐

~爾
可 ¬

埼 玉 28289 722% 209     1481  24,932 708シ 6 209 159401  493ツ6 209 12,618 455% 209 11 538 440%
千 葉 21.253 726% 202 107   10,165 530% 202 8,336   475% 型 1~~83~万面 百 而 瓦 2021      87 8,119 43196
東 京 434 7、 608 106ツ6 3991     201   4. 50% 456 33131   44シ6 dqA ,4 ??O? E.qa/^ 455 26 31225 5.7%
神奈川 256 7688 188シ6 255      361   5,184 1% 256 28 4287   109% 2561     171   3.1961   66% 259 2,865 69%
新 潟 122 6,325 4269も

957%
122 301   4,566 246ツ6 4 44451  370% 120    39  3.180  325% 2,7231  292%

富 山 471 913 47 46 7,679 97996 751 979% 471     46.   6.6311  979° /O 46 54001  958シ 8

石 り| コ___J 4 78276
439%

38 4171 691% 55      36 3.555 655% 56      301   2.6041  536% 2,6041  508%
福 井 4486 14 1986 212% 1 2、0051  258% 66 3,1671  5150/。 1 354'  1820/O
山 梨 2 2.523 5830/0

7179も

1,842 5560/。 1,842  556% 115621  389% 15641  4320/。
長 野 5,657 106 75 4,95 1061 3,9071  660% 88 312日¬ 2,843 5330/。

岐 阜 72 7149 758ツ6 6 5,743 642ツ 6 6 5,2971  705シ 6 1 3,8671「537% 45 3.649 48.4%
静 岡 148 146 25,047 986ツ 6 158 146 20,06 924ツ 6 17.9241  966ツ 6 148 14,1輩上_二塁■ユZ 1481 137 14567 926°/O

愛 知 Z32 24 166 6b lンも 2381      991  13,922 416% 2381 7.2341  2340/O 238 6,6811  256% 238 60 6843 252%
重 2,117 291シ6 141   1,198 177% 1,259 3% 75 988 173% 1.130 13.49る

滋 賀 221   2,193 42、 3ツ6 1,876 462% 1)289 365% Ａ
０ 1 34 404% 1.177 35.3%

京 都 7 831    7.40/O 10% 」| 10% 1       11      57 10% 971 ~¬ 219 21%
大 阪 280 7,7961  1820/。 278 391   6)015 14.096 284 34   41255 1200/0 284 301   3,499 1060/O 3702 127%
兵 庫 137 17.5661  688% 201 1021  11,534 507ツ 6 202 11,381J 540% 202 1071  10,211 5300/O 203 8931 49396
奈 良 621      53,   7,885 855% 56    8,028 903シ 6 62 411   5,3341  661% 2)218  435% 25 2057 385°/O

和歌山 301   21953 5000も 221   2.044 1% 6 1 772   361% 6 295% 171 266%
鳥 取 2,509 8000/0 11957 8820/0 35 281   1 5731   8000/0 29   1730 829% 35,      281   1494 800%
島 根 511   5,573 944ツ6 5,078 8899も 451 31800 833% 531     43   382 811% 47   3248 9220/。

岡 山 Lコ_、製 727 49596 431   2,372 4629` 461   2.428 495% 45,   2.166 4170/O

A上
|

136 48   84361  353% 145 4277 193ツ 6 1451     251   2.63 172% 2 158 438% 25'   2.215 172%
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参考資料 2

大学における献血実施状況
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10代および年代別の献血率
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平成17年度 年齢別実献血者数の推移 (年間献血回数別 )
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平成18年度 年齢別実献血者数の推移 (年間献血回数別 )
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平成19年度 年齢別実献血者数の推移 (年間献血回数別)
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平成20年度 年齢別実献血者数の推移 (年間献血回数別)
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(人 )

157,677
189,361

20ft

献血回数 20歳 21歳 ,,記 23歳 24歳 25歳 26歳 27歳 28歳 29譲

≦一４一３一２１計耐

2.089

1,022

_ J044
13,678
66.874
86,707
65%

３ ７ 〇

一
〇６ ８

‐ ０７

一
３ ２。

乙
■
３
，豆

・60.255
79,120

57°/c

2,767

1.225

3,219

‐‐，７・５６，５一75,510
53%

7

1,119

3,112
11,532

57.358
75,866

520/O

ユ 201
3.287

14.803
56763

３
一％

，

。

５

７６
・

3.021

1.238
3,374

11,768
56.008
75409

2,916

1,151

3.178
11.674
52,885
71,804
48%

2,798

1,055
3.117

11,129
50,147
68.246

460/t

2,898

1.083

3.055
11,392
49,361

67,789
44%

2,786
1088
3,204

11,768
50.617
69463

27.369
11,250

31697
118,814

556.817
745,947

5 10/050% 44%
絵 人 口 (万 人 ) 1344 1386 1465 1495 1500 1483 1496 1556 1595 14735

30代

献 血 回 数 30歳 4静 3,歳 33歳 34歳 35歳 36歳 7晟 38虚 39盤

5≦

4

3

2

1

計

献血率

1,064

3,283

12,017
51,982

“

,聟3

430/0

3,062

1,078

3,412

12,927
53,166

73,645
43°/

3,114

1,137
3,672

13,722

4,998
75,743
42%

1,147

4.026

14.848
58,009

81,365

43%

__,,。 Vl
l.285

4,422
16,467
62,804

88,572

45%

1.371

4,703
17,622
65,479
92,866

460/0

1.276

4,772
18.194

66.126
94.210

480/t

3,772

1,326
4,858

17,370
65353
93,179

480/c

4,696

17,411
62,681

89728

７ ３ ８

一
２。 ２

３

，
一
１

‐
．

3,630
1,193

__二〇1ヱ

17,139

60.232

86711

34,715
12,079

42,361

1,Q211
599,930
347,302

46°/c48% 47°/

総 人 口 (万人 ) 1659 1704 1788 1874 1971 2008 1969 1924 1869 1839 18605

50代

臥 皿 回 数 らrl静 5,議 33静 54歳 5S静 56歳 57雄 58證 59慶

5≦

4

3

2

1

計
計 而 な

2,477
754

3335

2,142

650
3,036

11560

2,016

612
2,893

11789

1,923

578
2.887

11.450

36,296

53,134

33%

1,862

507
2,572

10.809

34656

1、676
475

2,424

10,249

33.431

48.255
28°/O

1,368

408
2225

1,254

416
2,196

9581
31,290
44,737

,30/

1,164

346
2.189

9,310

30.904

44,413
21%

1,221

361

2,252

9,808

30,723

44.365
19%

‐０３
・‐０７
一〇〇９

‐ ７

，
一
５

，
・

２６

12.714

40,561

59,841

39%

10,038

32,189
46,228
25%

107808
36.597
53.985
36%

36,429
53,739

34°/。

343,076
499,103

28%
50.406

3 10/0

総人 口(万人 ) 1527 1487 1566 1620 1621 1725 1821 1933 2080 2280 17660

60代

献 血 回 数 60晟 62歳 63歳 64店こ 65歳 66歳 67歳 68歳
5≦

4

3

2

1

計

献血率

1,205

385
2,147
8,682

28,442
40.861

180/r

1.111

359
1,936

7.673

24,739
35,818
17%

例轟響1,412
5.563

17.456

25,377
19%

500
151
900

3,466

10.502

15,519

イ1%

573
169

1,063

3,720

11,905

17,430

10%

627
175

1,068

3,733

9,999
15,602

090/c

５７２一‐３９・９‐９一２，９４５一６，９０７一‐，４８２・醐

523
155
875

2.635
5,957

10145
060/.

461
140
691

1,971

4,607

7,840

05%

572
｀ L35

663
2,018
5,089
8.477

060/

6,873

1,995

11,674

42,406
125,603

188.551

1 1%

総 人 口 (万人 : 2261 2146 1345 5 1762 1710 17 1542 1337 17000
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平成21年度 年齢別実献血者数の推移 (年間献血回数別)
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咄

18浩″
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1302
4.473

44,145
50931

48

2225
1.878
5,152

21,757
151.543
182.555

375

4

3

1,122
4.708

17536
58.017

85,219

3

1,017

2.987

11.931
58.260
76.570

649
1,178

3.209
11.258
63,878

72.172
5 529

2

４
３一２一１
計
蝉

1,071

3.437
12.278
49558
69328

3421
946

4,311

15.443

46.810

70,930

46%

3,153

877
4,046

14,621

45,019

67716
44

34,784

9,950
44,497
159781

1541

510,838
759,860

46

16407

917

ヽ
４
■
・２
１
計

1 156

317
2,095

7.601

23,239
34408

′49
231

1.569

5,383

16.249

24.181

18%

574
166

1,065

3,637

9,376
14818

178
1.045

3,234

7.220
12,274

2259
14,003

48.382
137.837
210,398

1,419

768
2.587

13,040
69,365
87179

2,827

1.109

3.204

11.127
47.610
65877

11,219
31.570

116.972
536.534
723.747

4.2521     4053
1、 3461     1260
5.0251  _5,013

18,902 | 18.226

語耀l ξir
50°/。 1    4

36.542

12.017
43,199

157622
583.676

ヽ
４
３
ノ
ー
計
一

50イt

献 血 回 数 50歯
54歳

延．４一３・２一１√
鱒

一献

3,809

13.718

41.397

62.550

409^

2.612

783
3,582

13327
41,105
61,409

400/。

2.360

641

3.270
12,125

36,935

55.331

3791

2 196

583
3.122

12,008

36.591

54.500

35%

1,993

611

2,904
11,906

36.076
53.490

33%

1 /90

500
2,788

００
υ
９０
．協

１

，

０

４

，

２

０

，

２

・
３

1,609

454
2.524

10,503

32,693

47,783

280/。

計

19,316

5.515

29,168

114.241

350,260

518.500
31%総 人 口 (万 人 1564

161 3
L__19221   2068 1.6872

397
2.244

8.275

25,427
37.574

17°/。

2247
1 0
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都道府県別献血率の推移



都道府県別献血率の推移 (平成18年度～平成21年度)

施設名

平 成 18年 度 平 成 19年 度 平 成 20年度 平成21年 度

献血者 数 Enfid,\tr fnrfifiF 鷲ll電
・
 面 献血者 数 gnri,^.tr rR-dE-r

献血可能' ____
年齢人口  献血率

畝血者数 管内総 人口 1爺 而
= 蝋鷺

・
隠面 献血者数 管内総人口

 1献血率 電t及毛
・
 1両

北海道 285,074 5,629,970   5196 4,007.0001  719も 273)350 5.600705 49% 3、 963.000 69% 273,801 5,571,770 49% 3,913,0001  700も 287 5,543,5561  529も 3,874,00〔 74%

青  森 64,186 44601441  449も 989、 000 6500 57,616 1,445,592 40% 975 000 59% 57.646 1、 430,543 40% _   959,000  60% 56,773 1,417.278   400/O 951,000 600/●

岩  手 49,712 1,388,164 36ツも 931000 53% 50,432 1,377.666 370/0 9200001  550/O 55,178 1,366,652 40% 910,0001 6 1% 57,465 1,355,205 420/p 901.000 64%

宮 城 94135 2.344.569 40% 1,678,000 560/1 87,654 2,340,485 37% 1.667.000 53% 91468 2,334,874 39% 1,653,0001  55ツ も 92,058 2,330,898 3976 1,644,000 b6ツ b

秋  田 50,453 1,156,356  44% 761 000 66% 49.697 1,143,829 43% 000 66ツも 49,395 1.130、 823 44% _二堅型ヒ■Z堕 51,321 1 118735 46% 729,000 700/0

山  形 38、 998 1,212,1631  322も 805,000 48% 36507 30% 801,0001 46ツ 6 401510 1,194,071 34% 791,0001  51% 43.506 1,185,1001 37% 784,000 55%

福  島 88,21 2,1001851 4 1,415,0001 6 86,936 2,089,4391 42,6 iTa岡 62% 90.521 2.075.555 44% 1,389,0001  659b 91,854 2,0631769 1  45% 1,376.000 67,も

茨  城 95,35 2.988.5331  3 2,132,000j 4 59 96,30C r oqc rrql 32% 2,123,000 4 5% 100,335 2,982,000 349も 2,111,000 4BYo 98,976 2,979,6391  33% 2,1061000 47%

栃  木 74683 2.009,498'  3 1,443,000'  529も 77,023 2.006.363 38ツも 1,435,000  549も 2,006,701 41% 1.430.000  57% 2,003,954 1  42% 1,423,000 59%

群  馬 87041 21020,0371  4 1420.000  6196 8354 2,016,236 41% 1,416,000 59% 84.219 2,012.151 42% 11408,00C 60% 86326 2,008,8421 43% 1.403.000 62%

埼  玉 237 7.019,9191  3496 243578 7.042.044 35% 5,272.0001  4.6ツ も 248,442 7,067,336 35% 5.255.0001  47ツ も 260,934
_       7 . 096 ,269   1

37% 5,237,000 50%

千  葉 217 6,035,6581  36ツ も 4.507.0001  48'も 225726 6,058,2481  37% 4493.0001  509も 232.889 6.090,799 38% 4,477,0001  529も 244 762 91244■ 40% 4,462,000 559も

東  京 563,756 12,273,376  4696 9,505,000 59% 555,960 12,361,736.  453も 9,508,0001  589も 583899 12462.196 47% 9,497.000  619る 619,303 12,548,2581  499も 9,4641000 65%

神 奈 | 273 290 8.693.3731  319る 6,586,000 4 1% 8,741,025 33% 6.574,0001  449/1 310533 8,798,289 3596 6,555,000 47% 316864 8.348.329 36% 6.537,000 480/0

辛斤 ,塁 93040 24384821  3876 1651 000 56% 94,293 2,425,683 39% 1,637,000 58% 961145 2.413.103 40ツも 1,622,000 5 9% 96.453 2,401,803 400/0 1,609,000 60%

山  梨 36108 179239「 41% 608000 59% 170 875,621 39% 604.0001  57° /0 35,255 871481 40% 5970001  59% 34,842 867 1221  4096 595,000 59%

富  山 39,9821 4 1147141  369も 7640001  5276 41.529 1.110,713 3796 759,000  559も

815,000  59%

41421 1,106,340 37% 752.000  55% 39,757 1,101,6371 360/O 748,000 53%

石  」 51 098 1.171.1061  449も 820000  62% 48213 1,169,249 41% 521862 4,167,151 459も 8110001  650/9 52.184 11165,0131 45% 807,000 65%

福  井 34.954 821,073  43ツも 5560001  6396 33,186 818,443 41% 552000  600/。 34,056 815,344 42% 548.000 62% 812.4441 420/0 544`000 62%

長 野 8■ 09ヨ 2,190,8741  37ツ 6 1476.000 55% 7795〔 2,184,596 36% 1,468,000 53% 80046 2.176.806 370/O 1.457,000 55% 82.011 2,168,926 38% 1,447,000 57%

岐  阜 76914 2.105,011 37% 1476000 52% 7445〔 2,100,413 35% 1.468.000 51,も 73517 2,095,484 35% 1,4611000 50% 76,141 2,089,413 36% 1 000 52%

静  岡 138、 164 3,775,903 37% 2,692,000 51% 140,73⊆ 3,775,3671  379も 2,683,000 52% 140,365 3,775,400 37% 2.669,0001  53ツ も 139,585 3,773,694 37% 2.656,000 53%

愛  知 272.58 7.406.585  38ツ も 5,339,0001  51% 273,454 7,145.614 38% 5,345,0001  54% 296,293 7 744 4 1% 5,349,0001  55% 313.180 7,218,350 43% 5,335,000 59%

三  軍 5916 1 8574561  32% 1,308,000'  4 58,947 1,857,090 32% 1,305,000  459も 58744 1,356,282 320/O 1 3040001  450/0 57.545 1,854,050   31% 11297.000 44%

滋  賀 46.1 1,365,393 3A% 4 44.694 1371 577 33% 992,000  4 50rl 45370 1,377.886 33% 994000'  4696 45.872 1.382.321   3396 995,000 46%

京 者F 403930 25664201  4096 1,901.0001  5 103 77 2,562,282 41% 1,882,0001  55% 109、 166 2.558,542'  4376 1.864,000  590/O 114.561 2.555.650   450/0 1,349,000 62%

大  販 376,338

193417

8,663,7191  43ツ ち 6,442,000  58ツ も 378,4 8,665,105 44% 6,388,0001  599も 392 8,670,302 45% 6.336000 62% 402.675 8676.622 46% 6.293.000 64%

兵  庫 5.576、 7841  3576 3.984,0001  499も 191,575 5,580,1971 _■ 廼 3,958,000  48% 201 028 5,582,230 36% 3,936,000 51% 208,360 5,586,254 37% 3,920,000 53%

奈  良 53791 14303661  389も 1014000 53% 50,957 1,425,3081  36% 1,004,000  51% 52319 1.419.626 37ツ 6 994,000 53% 54716 1414970 1  3996 987.000 55%

承口i欠 山 1061559  40ツ 6 702,0001  603も 41,353 1,053,896.  39% 692.0001  60071 42.412 1045973 41% 685,0001  62% 43,886 1,038,729   42% 678,000 65%

鳥 取 27.27 610,4341  459も 408,000 67% 25,292 60616951  42ツ も 407,0001  62,( 602,411 40% 401.000 60% 25.264 598485   42% 398000 63%

島 根 30,747 744,677 41% 480,0001  64シb 26,574 239,080 36% 475.0001  569も 24,827 733123 34% 469,000 53% 26.936 727,793   37ツ 6 463.000 58%

岡  山 83.860 1,954,91 9 4 3% 1,343,0001  629も 81,700 1,951,420 42,も 1,334,000 61% 1948250 43% 1 327000 64% 86584 1 943864 .  45ツも 1,3191000 66%
広  島 127 1 119844 2867.423 42,6 2,006,000 6 00rJ 2864167 43% 1,995,000 62% 130,817 2859300 46% 1,985,000 66%

山  口 62628 1,499,002 1,006,000「 62% 353 1,489,176 41% 995,0001 6296 61,792 1479840 42% 984,000 63% 61,061 1 44% 976.000 63%

徳  島 551,000  570。 28,66 811.6781  3596 542,000 53% 31 805,951 39% 536,000 59% 32.636 800,825 419b 532 000 61%

香  川 1026088「 419そ 688.000  6196 41,209 10230741  40ツも 6840001  6000 41 1019333 40% 678,000 61% 40,819 1,016.540 40% 674,000 61%

愛  媛 55025 14- 995,000 55% 57.448 1479775,  399も 984.000.  58,も 59,492 1471510 40% 979,000  619( 62,603 1464307 43% 970000 65%

高  知 7991211  459t 5290001  68ツも 34,44 792419 43% 521 000  66% 35,878 46% 513,000 70% 39,138 777080 50ツ6 506000 77%

福  岡 182,008 5,028,0261  36,t 3607,0001  509も 5030311 37% 3,538,0001  52,も 193,780 5,030,318 39% 3.569,000 54,も 197401 5,031,870   39% 3.552.000 56ツも

佐  賀 34251 872.3021  39% 5840001  5 34549 868,562 40% 5780001  609も

卜■器
864738 42% 575000 63% 35,063 8621561  419も 5730001  610/O

長 崎 58,080 1494879,  399そ 991.000.  5 58,291 1,482,146 3 996 981.0001  5998 469,197 42,も 969,000 64% 1.458.404 45% 963,0001  68ツ も

熊  本 81,768 1858,522「 44要 1241,000‐   6 80.565 1,852,073 43% 1.227,000  66% 82,929 844.644 45% 1.246.0001  6876 84,773 1′ 839,309 1  46ツ 6 1,208,000 70%
｀

人 分 45,686 1,221,711 37Yr 817 46,733 11218,066  3896 812,0001  5800 ,215,388 39% 806,000  5996 48,567 1,211,0421  4096 800.000 61%

宮  崎 45,324 1,172,4021  39% 7760001  5 43,47〔 1 1675091  379る ア70000 56% 46,374 161.026 40% 761.0001  6100 46399 1,155,8441  409も 757.000 6 1%

1鹿児島 69,13 1,759.6s0 3 9% 1 161.000 6 0% 69,74 40,6 1,147.000 619も 71 226 739075 41% 刀 63% 73438 1,728.554   42% 1,126.000 65%

,中  縄 52,17C 1 381 8201  387 957,000 5 5% 55,405 1 387518 40% 956.000 58% 59,476 391,215 43% 9560001 62% 59412 1,397,812 1  43,も 958,000 62%

合 計 4,983.009 127.055,02 390/O1 91,354,000  55% 4955,954 127.053,47 39% 90,852,0001 5 5% 5 127,066,178 40% 90,341,000 57% 5,303,431 127,076,183 42ツb 89,878,0001  599も

t献血可能年齢人口(16～ 69歳 )は統計上把握できないことから、生産年齢人口(15～ 69歳 )を計上

★
都道府県別の献血可能年齢人口(16～ 69歳 )は 十人単位で四捨五入した値が統計上示されていることから、全国の当該人口を千人単位で四捨五入した値と一致しない
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Young Blood Donation percentage, by country

No Country % of Donatlons from donors
under 18 years old

% of Donatrons from donors
ln age group 18lo 24

TOTAL % of Donatrons from oonors
under 25 years old

1 Lao People's Democrattc Repubhc 5200o6 3700% 89.00%DaOWe
4684%

3 Malawt 80.17%

4 Jotswana
2200%

77.320/。

5 Vret Nam 000%仏
77.00%

Repubhc of Korea 2554% 376ら久
7201%
6930%burKIna卜 asO 5290/。

Gurnea 1100°/。

6181%
Tuvalu 52696

59.00%

JOrO a n 000% 5717%
57.89° /。

5717%
4017%

1 Ki「 ibatl 56.34%

Indra n nnq久
55.22°/。

3abon
3000/。

52.83%

Bhutan 046% 4883%
Mall 4929%
Sao Tome and Pnncroe n

4805%
48.060/。

lambodra 621% 4691%
Myanmar

29700/。
bVンo

Poland 4329%
r4aurrlanra T--l on 387436

36000/。

4055%
_uxem0ourq 0009^ 38740/。

,4a ldrves 00096
3600°/。

3564%
2■ [th望 18

35290/。
35.290/。

Estonra 33.95%

Talrkrslan 000%
000,負

3262%
(VrgVzgla n

3000°/。

3110%
iingapore 233°/。

30.000/。

Morocco
0000/。 28000/。 2800%

lran (lslamtc ReDubhc on 76R9久
2394% 26.45%

３３

一
３４

Tonga 085°/。 2496%
2597%
25.81%

000%
Oemocratrc Republrc of the Conqo 00036

0しも
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000%
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lahratn
1096% 10960/.
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☆Source Data repOrted by cOunines tO wHo Global Database on 31ood safety,2008(updated lo」
une 2010)



2009年度 韓国における年齢別・職業別献血状況
2009年度 献血事業統計 (韓国)より抜粋

■ 年齢別
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BL00D lloNoRS AND BL00o 00LLECTloN

The aging populatiOn poses a g10bal challenge fOr b100d services
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that are likely to be faced by transfusron serylces aspopulations conttnue to age
STUDY DEStcN AND METHODS: Computerized data
coilection was performed on all potentially transfused
patients ln Finland, thus covering _70"/. of all blood
usage. We srmulated the red blood cell (RBC) usage
accordrng to the Finntsh
sroups bur rne popurat orlffi::ffi :fl:fi 1T",
countries

RESULTS: The Frnnrsh data demonstrate a markeo
Increase rn RBC consumptron wtth increastng age
among recipients, begrnnrng at around SO years:of age.The 70- to B0-year_olds have an eightfold higher RBCconsumptron than 20_ to 40-year-olds.
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CONCLUSioNS:A large palt Ofthe vanatiOn in RBc

use per caplta can be explained by the age distribution

Of the different pOpulat10ns and nOt by the dlfferent

natiOnal and reg10nal treatlllent pOlicles and protOcOls

used lf current effOlts are not enOu9h to selVe the

changlng pOpulat10n dem。
9raphic and if increaslng

dernands For b100d products cannot be met,there ls

need 10 cOnsider unprecedentOd measures such as

reversing cellaln dOnor deferrals Or even expOlting

bloOd from cOuntry tO countlγ

MATERIALS AND METHoDS
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these hOspital dlstricts trallsfllse approxilnatcly 63ツ
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7096 0f b100d cOlnpOnellts produced ill「
illland.There are

llo generai nat101lal transFtlsiOn guidelines in Finland
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operations, test rcsults, and blood components as well as
on transfusions. F-or data security reasons, a coding
computer prograrn (DWcrypt, Datawell Oy, Espoo,
Finland) encrypted parients' personal identiflcation
numbers using different passworcls for each hospital dis_
trict. The data were analyzed with the analyzer reporting
program (Ecomed, Datawell Oy) and a statistical sof'tware
package (SPSS, SPSS, Inc., Chicago, IL). Ihe simulation
analyses are based on red blood cell (RBC) Lrsage in
Finland. Per-capita usage was calculated by dividing the
annual RBC use of persons at certain age with the total
number of living individuals of the same age. We simu-
lated the RBC usage according to the Finnish practice on
different age groups but the population demographics
from other countries, which can be presented as popula_
tion p1-ramid, that is, distribution of different age groups
within a population. Some examples of population pyra-
mids for Finland, Ireland, and Japan are shb\^n in Fig. 1.
For the population demographics, the data from Statistics
Finland and \AIHO were used. The data for Finlancl consist
of population statistics on the size and structure of the
permanently resident population and related changes,
such as births, deaths, marriages, migration, as well as
population projections. For the otirer countries the IIIHO
(United Nations, Department of Economic and Social
Affairs, Population Division, http://www.un.org/esa/
population/unpop.htm) data consist of rvorld population
prospects, popularlon by age groups, medium_fertility
assumption based on UN population Division,s quin_
quennial estimates and proiections.

RESULTS

The Finnish data demonstrate a marked increase in RBC
consumption with jncreasing age iimong recipienrs,

AG:NC POPuLATiON AND BLOoD USAGE

2025

beginning at aroutrd 50 years of agc. 'l-he elderly consis_
tently have a ntuch higher RBC consumption than
younger people: 70- to B0-year-olds havc an eightfold
higher RBC consunrlttion than 20- to 4O-year_olds (Fig. 2).
Many othcr cotrntries show similar trends in RBC usage.2 a

Accorcling to Corrncil of Europe 2004 statistics, the uSe
of RLIC prodtrcts varies considerably among the European
Union ntenrber states (4-73 per 1000 inhabitants; mean,
37 per 1000 inhabitants).5 A large part of the variation in
RBC use per capita can be explained by the age distribu_
tion of the different populations and not by the clift.erent
national and regional treatment policies and protocols
used. Figure 3 shows the simulated RBC usage per capita
in selected countries in 1950 to 2050, based on historicat
and predicted age distribution figures (from the UN popu_
iation Division) and the age-distributed variation of blood
usage (as RBC units) in Finland between 2002 and 2006.
This simulation assurnes the same transfusion practices
for each country- In Finland, SSTo of RBCs are used for
patients treated for surgicai diagnoses or interventions,
rvhereas 45o/o are used during conservative treatment
periods. For the piatelets, the proportions are 32 and 68%,
respectively. Of all blood used in Finland, 2LVo goes for
treatment of hematologic malignancies (ICD-10 classes
CB1-C97), 16% for trearment of cardiac and circulatory
system diseases (i00-199), and l2yo for the treatment of
tumors (C00-CB0 and D00-D4B). The popularion trend
during tire period 1950 to 2050 predicts an increase in RBC
requirements in most countries. Very few countries exhibit
a period of decreasing need for simulated RBCs, and since
1990 the simulated RBC use shows increase in all thc
cOuntries.

We have calculated the blood-dependency ratio iu
selected countries for the perioci 1950 to 2050, describing
the number of age-noneligible clonors that each

VOlume 50,March 2010 TRANSFUSioN 585
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Red blood cell
usage per 1000
rnhabrtants (units)
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Fig.2.RBC usagc per capita by agc in Finland 20o2 to 2006.Current annud RBC usagcill「

inland is 50 11111ls per 1000 inhabitants_

age-eligible donor neecls to support in addition to hirn/herseif (Fig. a). Most countries had a local maximumduringthe 1960s and lg70s and u.ufrruqr.n, aecline untilthe 1990s.

In conclusion, rhc increasing proportion of elderlypeople in most counlries ivrll resr-Jt ln u _u1r. increase in*..O:TunO for RBC producrs globally, ,_,rri.r, ,r.urr.,.rr,modalities can be i
ciependenceonRBC,:t'r"J:lr#5;.;""::".:T;"tt;,;X:
argue rhar future elderly populations w;lt be healthierthan their current counterparts. However, the Finnishdata have not shoi.m a decrease in tfr" t.uniillsion needsof elderly people. For the prevalence of ttru diseasestreated rvith transfusions, we cornpared \AtlO ciata onmortaiity and morbidity (http:/itvwr,gwho.intlr,r,trosisl
whostat/2009/en/index.html). For .o.aiouur.uto. Oir_eases, which is rhe secondl*r:r1 cliagnostic g.u.,p u,oongtransfused patienrs in Finland, the cluntriel selected forthe sinruiation analyses have similar ug"_r,u.rOu.Ot.a
mortaiity rates. TWo exceptions ar" RusJja and poland,
w}rere trre rnortarity rates for carciiovascular a,r."r". *,three- and rwofold compared with Finland (Table 1). Theage-standardized mortaliry rate for injuries is 64 per100'000 popuration in Fiarand, trrus hrgher ihan most of
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the cOuntries analyzed in tllis study.HOv′
cve■ the causes

for death due tO ittury in FinlaI〕
d are lnore Often cOn―

nected tO tOxicity Or sllicida1 1)chavlor tllall traffic acci^

dents Or Othcr such inittries、
vl)cre transfusiOns、 vO11ld l)e

llCcessarン 16

The Observed diFercnce Of 42%bet、
ハ「eell thc 10■ 7est

(Ireland, 41 RBc units/10oo p01)ulatiOn)and highest

(Japan, 58 RBc units/10oo pOpulatiOn)cOuntry in tllis

silllulat10n is ft11ly explained by the direrent llatiOnal

pOpulatiOn pyrantid ltis clcar that althOugh tlle natiOnal

data On RBC use are a usefulindicatOr,they are l10t suFl―

clent tO conlpare transfusiOn practice an10ng cOulltries

輝 搬 鮮 搬 1樅 II群 榊the pOpulatiOn eligiblc tO donate bloOd lll deve10ped

W:≒繁
r糧

」幌器mT∫
織 it質1∬increases expectcd in Eastern Europe an(l dcvcloped

countries
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Fig. 3. Simulation of clinical use of RBC units per 1000 population (based on age-distributed variation in bl'od usage [as RBC
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Fig. 4- Blood-dependency ratio in selected countries I 950 to 2o50: ratio of age-eligible (l 8-65 years) to age-noneligible blood
donors in the population.
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countrjes a local maximum was exccedecl clrrring the
1960s and i97t)s and a sultsequent decline untrl the 1990sIhis suggests thal the .".ruitrr..r_rt of rionors has lteeneasicr-iom yeirr to year than cluring a period of corrstantratio. For the future, ttrese prolcctioii, .lrn* an rncreasing
trend for tl-re bloocl-dcpendenclr ratio, suggesting that itwill be more dilficulr to recruir UtooO annnlir, exacerbateclby thc fact that recruitment levcls have been rclarivelygood in recent years r\Jth'ugh recruitrnent of bloocldonors rnay appear to have bee"n relativeiy 

"ury 
anrl highjn recent years, historicaily this has not tr,ri,., tt," case andit is unlikely to be so in the future u, ,r,ur, local bloodscrvices rvrll attest_ Ihe eligible clonor population islirnrted and radical ar:l ions to address tfr,r, .u.f, as extend_ing the age lirnits for donation, nloy nor_ io becornc arealiry in sorne countries. Already i., ti. Un,t"a Kingdorn,Australia, and some US states, the upper og" ,,rn,, of ,Oyears tirr not accepting blood fronr Lnstin! donors hasbeen removed_ Also e,rtension of the l,ounge"r age lirnit to17 years-has been i'rprenrented i' ,n-" aJno. centers inl)enmark, the United Kir.rgtiom, and the United States-If current efforts to maintain effectrve natronal bloodservices are not enough to serve the changing population

dernographrc ancl if increasing demand, ioritoo,i pro,l,ucts cannot be met, we may neeci to consider unprec_edented nleasures. It m
crererrars,suchasr;"Xll::Xfi ,',""',,:':':,ffi:?n:ilil
collntrles, or even exporting bloocl fronr country tocountry, to nleet what is no\v an establisl.recl ancl irnpera_trve hc'alth care nc.e<i.
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